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日
中
戦
争
期
の
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
に
よ
る
海
南
島
畜
産
事
業

　
　
　　
　
　
　
　
　

占
領
初
期
に
お
け
る
広
東
向
け
生
豚
供
出
を
中
心
に　
　

岡　

﨑　
　

滋　

樹

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

華
南
の
日
本
軍
占
領
地
は
地
理
的
な
関
係
上
、
植
民
地
台
湾
と
の
関
係
が
深
く
、
国
策
代
行
機
関
た
る
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
（
以
下
、

台
拓
と
略
す
）
に
と
っ
て
も
「
当
社
本
然
ノ
業
域
）
1
（

」
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
海
南
島
は
、
台
拓
と
の
結
び
つ
き
が
深
か
っ
た
と
さ
れ
）
2
（

、
台

湾
か
ら
の
影
響
力
が
特
に
目
立
つ
占
領
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
一
九
三
九
年
二
月
一
〇
日
に
陸
海
軍
が
本
格
的
に
海
南
島

に
上
陸
す
る
と
、
台
拓
は
す
ぐ
さ
ま
進
出
計
画
を
実
行
す
る
。
海
南
島
事
業
は
三
井
物
産
な
ど
内
地
大
手
も
参
入
を
狙
っ
て
お
り
）
3
（

、
設

立
か
ら
三
年
も
経
っ
て
い
な
い
新
会
社
の
台
拓
は
、「
台
湾
経
験
」
を
前
面
に
出
し
て
事
業
獲
得
に
奔
走
し
た
。
そ
し
て
、
知
台
派
の
現

地
軍
人
や
官
吏
と
の
癒
着
、
台
湾
総
督
府
の
技
術
職
員
に
よ
る
実
務
指
導
を
最
大
限
に
利
用
し
な
が
ら
、
農
畜
産
業
を
は
じ
め
と
し
て
、

バ
ス
路
線
整
備
や
建
築
・
製
氷
な
ど
の
部
門
に
参
入
し
て
い
く
）
4
（

。

　

台
拓
経
営
陣
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
台
湾
系
国
策
会
社
を
宣
伝
す
る
た
め
に
、
海
南
島
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
海

南
島
事
業
に
関
す
る
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
上
層
部
の
思
惑
に
着
目
し
、
彼
等
が
抱
く
理
想
と
苦
境
に
陥
る
現
実
と
の
ブ
レ
に
つ
い
て

一
七
三
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高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
史
料
の
制
約
も
あ
り
極
め
て
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
受
命
事
業
（
農
畜
産
業
、
バ
ス
路
線
整
備
な
ど
）
の

方
針
や
収
益
性
が
紹
介
さ
れ
、
企
業
活
動
の
外
郭
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
5
（

。
特
に
収
益
性
で
見
れ
ば
、
全
体
的
に
赤
字
体
質
で
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
）
6
（

、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
軍
部
の
方
針
に
翻
弄
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
利
益
獲
得
に
苦
慮
し
て
い
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
採
算
の
見
通
し
が
つ
き
に
く
い
占
領
地
事
業
に
携
わ
る
中
で
、
資
金
調
達
・
配
当
に
関
す
る
株
式
市
場
と
の
駆

け
引
き
も
強
い
ら
れ
た
）
7
（

。
と
り
わ
け
言
及
さ
れ
る
不
振
事
業
の
業
務
実
績
）
8
（

や
資
金
調
達
の
苦
悩
）
9
（

か
ら
は
、
現
地
で
早
期
に
運
営
基
盤
を

確
立
し
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
印
象
を
受
け
る
。

　

し
か
し
、
戦
時
期
の
国
策
会
社
経
営
の
理
想
と
現
実
と
い
う
枠
組
み
で
、
断
片
的
に
苦
境
あ
る
い
は
失
敗
と
い
う
事
例
に
注
目
す
る

だ
け
で
は
、
企
業
活
動
の
全
体
像
が
把
握
で
き
な
い
。
例
え
ば
広
東
事
業
で
は
、
軍
部
か
ら
の
圧
力
を
受
け
つ
つ
も
、
収
益
を
上
げ
る

部
門
は
あ
っ
た
）
10
（

。
経
営
陣
は
決
し
て
、
当
初
か
ら
軍
政
協
力
を
優
先
し
、
営
利
活
動
を
完
全
に
諦
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
）
11
（

。
当
然
な
が
ら
彼
等
は
、
軍
政
と
い
う
制
約
が
非
常
に
多
い
状
況
下
で
も
、
如
何
に
し
て
不
利
な
条
件
を
有
利
な
方
策
に
変
え
ら

れ
る
か
を
模
索
し
、
現
地
駐
在
社
員
に
対
し
て
は
厳
し
く
利
益
獲
得
を
求
め
て
い
た
）
12
（

。
国
庫
補
助
金
と
い
う
救
済
手
段
も
あ
っ
た
が
、

要
求
通
り
に
得
ら
れ
る
確
約
は
無
く
、
そ
れ
だ
け
に
依
存
す
る
の
は
あ
ま
り
に
も
非
現
実
的
だ
と
十
分
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
）
13
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
海
南
島
事
業
に
つ
い
て
も
、
徹
底
的
に
「
数
字
」
に
こ
だ
わ
る
社
員
の
目
線
に
立
ち
、
貪
欲
に
私
利
を
追
求
す
る
企

業
活
動
の
本
質
的
部
分
を
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
地
大
手
と
の
激
し
い
競
合
に
挑
む
中
で
、
会
社
方
針
に
記
さ
れ
る
積
極
的

姿
勢
の
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
。
如
何
な
る
戦
略
で
積
極
的
方
針
を
実
行
し
、
現
地
資
源
を
会
社
の
利
益
に
変
え
て
い
た
の
か
。
こ
う

し
た
視
点
か
ら
も
現
場
の
実
態
を
掘
り
起
こ
し
、
占
領
地
に
お
け
る
企
業
活
動
の
全
体
像
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
か
か
る

一
七
四
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課
題
を
意
識
す
る
と
、
台
拓
が
参
入
し
た
海
南
島
畜
産
部
門
は
大
い
に
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

　

台
拓
の
社
内
資
料
で
あ
る
一
九
四
〇
年
二
月
二
九
日
付
の
『
秘
・
海
南
島
畜
産
事
業
計
画
書
』
に
は
、「
海
南
島
ニ
於
ケ
ル
畜
産
事
業

ハ
各
種
産
業
中
ノ
大
宗
ヲ
ナ
シ
）
14
（

」
て
い
る
と
し
て
、
今
後
の
方
針
が
意
欲
的
に
綴
ら
れ
る
。
畜
産
部
門
に
期
待
を
抱
く
背
景
に
は
、
前

年
の
同
島
占
領
以
降
に
発
見
し
た
可
能
性
や
、
そ
れ
ま
で
の
事
業
成
績
か
ら
得
ら
れ
た
自
信
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
占
領
統
治
化
以
降
、

畜
産
業
務
は
「
順
調
ニ
進
捗
シ
ツ
ツ
ア
リ
」、
初
年
度
の
約
一
五
万
円
も
の
事
業
収
入
は
支
出
経
費
の
二
倍
近
く
に
上
っ
て
い
た
と
い
う

報
告
資
料
も
あ
る
）
15
（

。
そ
こ
で
の
畜
産
部
門
収
入
中
、
生
畜
事
業
が
九
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
広
東
軍
へ
納
入
す
る
生
豚
は
一
〇
〇
斤

当
た
り
「
買
付
四
十
五
円
内
外
、
納
入
六
十
五
円
ニ
テ
二
十
円
ノ
鞘
ア
リ
）
16
（

」
と
、
貴
重
な
収
益
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

海
南
島
の
豚
は
、「
頗
ル
多
産
ニ
シ
テ
見
通
シ
一
産
十
頭
多
キ
ハ
十
五
、
六
頭
ヲ
生
産
シ
年
二
回
分
娩
ハ
確
実
ナ
ル
）
17
（

」
と
、
食
肉
の
供

給
に
は
非
常
に
都
合
が
良
か
っ
た
。
早
熟
早
肥
や
多
産
と
い
う
繁
殖
面
の
利
点
だ
け
で
な
く
、
飼
養
管
理
も
極
め
て
容
易
で
あ
る
）
18
（

。
つ

ま
り
、
低
コ
ス
ト
・
高
収
益
が
期
待
で
き
る
魅
力
的
な
動
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、
経
営
陣
と
し
て
も
、「
生
豚
ヲ
広
東
軍
ニ
納
入

ス
ル
コ
ト
ニ
ハ
十
分
努
力
ス
ル
コ
ト
、
近
キ
将
来
ニ
ハ
支
那
人
ト
競
争
ト
ナ
ル
惧
ア
ル
タ
メ
今
ノ
内
ニ
十
分
地
盤
ヲ
作
リ
置
ク
コ
ト
）
19
（

」

と
駐
在
社
員
を
鼓
舞
し
、
事
業
の
確
保
に
必
死
だ
っ
た
。
ま
さ
に
、
一
か
八
か
の
リ
ス
ク
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
彼
等
の
期
待
を

掻
き
立
て
、
海
南
島
事
業
に
対
す
る
積
極
的
姿
勢
が
際
立
っ
て
い
た
の
が
生
豚
供
出
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
生
豚
供
出
は
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
が
、
現
場
で
の
細
か
い
動
き
に
つ
い
て
は
未
解
明
の
部
分
が
多
い
）
20
（

。
占
領
後
の
貴
重
な
儲
け
頭
と
さ
れ
る
だ

け
に
、
軍
部
と
の
関
係
性
を
再
整
理
し
た
上
で
、
そ
の
実
相
に
可
能
な
限
り
接
近
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

生
豚
供
出
事
業
は
、
占
領
初
年
度
は
広
東
向
け
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
次
年
度
か
ら
は
戦
地
拡
大
に
伴
い
南
寧
（
広
西
省
）
方
面
に
も

一
七
五
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業
務
範
囲
が
及
ん
で
い
く
。
た
だ
し
、
戦
時
期
は
短
期
間
で
方
針
が
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
細
か
い
時
期
区
分
で
の
実
証
作
業
を
蓄
積

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
初
年
度
の
広
東
供
出
期
に
焦
点
を
当
て
、
台
拓
畜
産
部
門
が
海
南
島
で
実
現
し

た
「
異
様
」
と
も
言
え
る
高
収
益
の
内
幕
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　

第
一
章　

海
南
豚
へ
の
注
目

　
　
　
　
　
　
　

一
、
主
要
な
畜
産
資
源
と
い
う
位
置
づ
け

　

海
南
島
で
見
ら
れ
る
代
表
的
な
品
種
は
、
胴
体
の
背
部
が
黒
色
で
、
腹
部
が
白
色
と
い
う
特
徴
的
な
体
色
で
あ
る
）
21
（

。
そ
の
品
種
系
統

に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
）
22
（

、
丸
々
と
し
て
肉
付
き
が
非
常
に
良
く
、「
海
南
豚
）
23
（

」
と
呼
ば
れ
た
（
花
猪
と
も
言
う
）。
副
業
と
し
て
養
豚
を

営
む
家
庭
が
多
く
、
島
の
概
要
を
紹
介
す
る
各
基
礎
文
献
に
て
、
そ
の
盛
ん
な
飼
養
ぶ
り
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
占
領
前
の

一
九
一
九
年
七
月
一
五
日
に
同
島
視
察
を
命
じ
ら
れ
、
現
地
事
情
を
調
査
し
た
台
湾
総
督
府
専
売
局
嘱
託
村
上
勝
太
の
報
告
で
は
、
以

下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
豚
肉
は
島
民
の
主
要
な
る
副
食
物
に
し
て
、
需
用
頗
る
多
く
、
農
家
の
副
業
と
し
て
全
島
至

る
所
毎
戸
必
ず
数
頭
を
飼
育
す
る
の
み
な
ら
ず
、
市
街
地
に
於
て
も
飼
養
盛
な
り
。
而
し
て
本
島
産
豚
肉
は
特
に
美
味
を
以
て
知
ら
れ
、

島
内
需
用
の
外
、
香
港
に
輸
出
さ
る
ゝ
も
の
年
五
、
六
万
頭
に
達
す
）
24
（

」
と
い
う
。
ど
こ
で
も
養
豚
を
営
む
光
景
が
見
ら
れ
、
香
港
へ
も

多
く
輸
出
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
味
の
良
い
豚
肉
と
し
て
評
判
が
高
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
）
25
（

。

　

海
南
島
で
は
、
一
戸
当
た
り
二
頭
の
豚
を
飼
養
し
、
島
の
総
頭
数
は
台
湾
の
約
半
数
に
あ
た
る
七
五
万
頭
ほ
ど
で
は
な
い
か
と
の
試

算
も
あ
る
）
26
（

。
生
活
上
の
必
需
家
畜
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
お
り
、
大
正
期
に
村
上
が
紹
介
し
た
情
報
は
、
占
領
後
の
日
本
側
の
施
政
参
考

一
七
六
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資
料
で
も
散
見
さ
れ
る
。
と
く
に
、「
豚
は
海
南
島
輸
出
の
主
要
畜
類
に
て
、
毎
年
の
輸
出
頭
数
は
六
万
余
頭
で
あ
る
）
27
（

」
や
、「
香
港
、

広
東
等
大
消
費
地
を
控
え
之
に
向
つ
て
多
数
の
豚
を
輸
出
し
居
り
、
事
変
前
の
海
口
関
税
の
大
部
分
を
占
む
る
も
の
は
豚
な
り
し
）
28
（

」
と
、

主
要
交
易
品
に
な
る
ほ
ど
の
生
産
性
と
周
辺
地
域
か
ら
の
高
需
要
に
は
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　

豚
は
主
要
な
畜
産
資
源
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
参
考
ま
で
に
一
九
三
九
年
ま
で
足
か
け
一
〇
年
の
貿
易
状
況
を
表
１
に
示
し

て
い
る
。
占
領
期
ま
で
の
生
豚
貿
易
に
関
す
る
数
値
は
、
信
憑
性
に
乏
し
い
概
算
値
が
多
く
、
長
期
的
な
動
向
も
把
握
し
に
く
い
。
こ

こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
比
較
的
長
い
期
間
の
記
録
を
遡
及
し
て
お
り
、
ま
た
具
体
的
数
値
が
確
認
で
き
る
台
北
帝
大
海
南
島
学
術
調
査

団
畜
産
担
当
の
加
藤
浩
（
理
農
学
部
助
教
授
）
に
よ
る
報
告

を
借
り
る
こ
と
に
し
た
）
29
（

。

　

一
九
四
〇
年
一
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
現
地
を

視
察
し
た
加
藤
の
報
告
数
値
に
依
れ
ば
、
た
し
か
に
輸
出

総
額
に
占
め
る
生
豚
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
窺
え
、
占
領

下
に
お
か
れ
る
前
年
の
一
九
三
八
年
ま
で
の
輸
出
頭
数
は

平
均
し
て
約
六
万
八
千
頭
と
な
る
。
各
資
料
で
述
べ
ら
れ

る
実
態
の
通
り
で
あ
り
、
数
値
上
で
は
「
輸
出
品
と
し
て

の
主
座
を
占
め
）
30
（

」
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
表
１
の

値
か
ら
も
、
日
本
側
の
各
機
関
が
海
南
豚
を
重
要
な
食
肉

表 1　海南生豚の対外貿易概観

輸出頭数 輸出額 対輸出
総額比

1930年 52,850 613,515 　　
1931年 82,274 990,673 　　
1932年 92,171 2,282,811 　　
1933年 51,745 1,292,922 56.6%
1934年 46,402 969,515 51.5%
1935年 64,166 1,200,669 50.8%
1936年 70,402 1,276,219 43.8%
1937年 66,117 1,387,960 39.5%
1938年 85,871 2,583,534 60.5%
1939年 20,699 749,051 45.5%
出典：加藤浩「海南島の畜産調査報告」、台北
帝国大学海南島学術調査団『台北帝国大学
第 1回海南島学術調査報告（昭和15年～16
年）・第 2班（農学班）』（台湾総督府外事
部、1942年 3月）29～31頁、より筆者作成。
註：表記貨幣単位は以下の通り。1930～1931
年・1935～1936年は「両」、1932～1934
年・1937～1939年は「元」。

一
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源
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
情
報
を
共
有
し
て
い
た
背
景
が
窺
え
よ
う
。

　

豚
は
食
肉
確
保
と
飼
養
管
理
の
点
で
扱
い
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
交
易
を
通
じ
た
貴
重
な
収
益
源
に
も
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。

最
悪
の
場
合
は
赤
字
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
占
領
地
事
業
を
経
営
す
る
上
で
、
食
肉
加
工
の
た
め
の
多
額
の
初
期
投
資
を
要
し

な
い
生
豚
取
引
は
、
各
社
の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
地
の
三
省
連
絡
会
議
（
海
軍
省
・
陸
軍
省
・
外
務
省
）
に
対

し
畜
産
事
業
経
営
を
懇
願
す
る
台
拓
と
し
て
も
、
海
南
豚
を
扱
う
事
業
は
絶
対
に
手
放
せ
な
か
っ
た
。
占
領
地
で
の
先
行
き
不
透
明
な

会
社
事
業
を
下
支
え
す
る
生
畜
資
源
と
し
て
、
何
と
し
て
で
も
確
保
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

二
、
広
東
向
け
試
験
輸
送

　

台
拓
に
と
っ
て
は
、「
海
南
島
農
林
、
畜
産
事
業
開
発
ニ
関
シ
テ
ハ
同
地
ガ
熱
帯
資
源
地
ト
言
フ
特
殊
環
境
ニ
ア
ル
故
ヲ
以
テ
熱
帯
農

林
、
畜
産
資
源
ノ
獲
得
ト
言
フ
国
策
的
見
地
ヨ
リ
シ
テ
モ
、
或
ハ
吾
社
ガ
予
テ
台
湾
ニ
於
テ
有
ス
ル
経
験
ニ
基
ク
其
ノ
技
術
ト
智
識
ノ

発
揚
場
所
ト
シ
テ
モ
、
吾
社
ノ
常
ニ
注
目
ヲ
怠
ラ
ナ
カ
ツ
タ
処
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
絶
対
的
な
地
理
的
優
位
を
生
か
す
べ
く
、
競
合
他

社
に
先
ん
じ
て
農
林
・
畜
産
事
業
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
参
入
す
る
好
機
を
窺
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
昭
和
十
四
年
二
月
十

日
皇
軍
ノ
手
ニ
ヨ
リ
テ
同
島
ガ
占
領
サ
レ
ル
ヤ
吾
社
ハ
急
遽
農
林
、
畜
産
調
査
員
ヲ
現
地
派
遣
軍
諒
解
ノ
下
ニ
派
遣
シ
絶
大
ナ
ル
軍
ノ

援
助
ヲ
得
テ
困
苦
ニ
耐
ヘ
ツ
ツ
調
査
ヲ
遂
ゲ
タ
）
31
（

」
と
、
占
領
下
に
入
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
ぐ
さ
ま
軍
部
と
連
携
を
図
り
、
現
地
調
査

を
担
当
す
る
社
員
を
送
り
込
ん
だ
。

　

こ
こ
で
派
遣
を
命
じ
ら
れ
た
畜
産
担
当
社
員
は
西
村
巖
（
一
八
九
二
年
〜
没
年
不
明
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
一
一
年
三
月
に
大
阪
府

一
七
八
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立
農
学
校
畜
産
科
を
卒
業
後
、
台
南
州
技
手
な
ど
を
経
て
、
一
九
三
八
年
一
一
月
に
台
拓
が
出
資
す
る
関
係
会
社
の
台
湾
畜
産
興
業
株

式
会
社
へ
入
社
し
て
い
た
）
32
（

。
そ
し
て
、
軍
部
が
海
南
島
へ
上
陸
し
た
一
週
間
後
の
二
月
一
七
日
に
、
急
遽
嘱
託
と
し
て
台
拓
本
社
へ
異

動
を
命
じ
ら
れ
る
）
33
（

。
五
日
後
の
二
二
日
に
は
台
拓
技
手
と
し
て
海
南
島
へ
向
か
い
、
二
四
日
に
到
着
し
て
か
ら
は
実
地
調
査
な
ど
の
任

務
に
あ
た
っ
て
い
た
）
34
（

。

　

台
拓
は
西
村
を
現
地
へ
派
遣
し
、
畜
産
事
業
参
入
の
た
め
の
下
地
を
作
る
中
、
三
月
下
旬
か
ら
は
早
速
試
験
的
に
広
東
向
け
生
豚
輸

送
を
開
始
す
る
。
こ
れ
よ
り
前
、
海
南
島
行
き
の
船
舶
内
に
て
、
元
台
湾
軍
司
令
部
経
理
部
長
で
現
広
東
軍
経
理
部
長
の
市
川
乙
佑
（
陸

軍
主
計
少
将
）
は
同
船
し
て
い
た
台
拓
業
務
部
長
高
山
三
平
（
理
事
）
に
対
し
、
海
南
豚
を
広
東
軍
へ
供
出
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
台

湾
島
外
の
業
務
を
統
括
す
る
高
山
は
こ
の
提
案
を
快
諾
し
、
彼
等
の
間
で
生
豚
供
出
が
取
り
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
）
35
（

。
そ
の
後
、
窓
口

の
広
東
軍
経
理
部
か
ら
海
南
島
軍
に
対
し
正
式
に
注
文
が
入
る
が
、
海
南
島
側
に
は
ま
だ
島
外
へ
出
荷
す
る
ほ
ど
の
余
裕
が
無
く
、
海

軍
が
鹵
獲
し
て
押
さ
え
て
い
た
二
一
八
頭
を
試
験
的
に
広
東
へ
輸
送
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
台
拓
は
輸
送
船
を
手
配
し
、
海
口

か
ら
三
亜
経
由
で
約
一
五
日
か
け
て
四
月
五
日
に
黄
埔
に
到
着
し
、
軍
医
の
検
査
を
経
て
荷
下
ろ
し
が
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
36
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
生
豚
輸
送
に
は
問
題
が
重
な
っ
て
い
た
。
お
よ
そ
二
週
間
に
も
わ
た
る
長
丁
場
の
船
便
輸
送
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出

航
地
「
海
口
ニ
テ
飼
料
積
込
ミ
出
来
ザ
リ
シ
為
メ
食
料
ノ
補
供
ヲ
ナ
サ
ヾ
リ
シ
コ
ト
ト
猛
暑
ノ
タ
メ
ト
デ
途
中
斃
レ
ル
モ
ノ
続
出
）
37
（

」
と

い
う
、
信
じ
難
い
過
失
が
あ
っ
た
。
西
村
も
海
口
で
生
豚
出
荷
に
携
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
地
で
の
飼
料
調
達
が
難
航
し
た

と
見
え
る
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
で
は
、
彼
は
同
船
し
て
広
東
ま
で
向
か
っ
た
記
録
が
無
い
た
め
、
台
拓
の
輸
送
船
金
令
丸
に
は
畜
産

技
術
者
が
常
駐
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
）
38
（

。
途
中
三
亜
に
寄
港
し
た
際
に
は
衰
弱
し
た
豚
一
〇
〇
頭
を
下
ろ
し
、
三
亜
か
ら
黄
埔
へ

一
七
九
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向
か
う
際
に
は
、
さ
ら
に
船
内
で
斃
死
し
た
豚
を
海
へ
遺
棄
す
る
と
い
う
有
様
だ
っ
た
。
結
局
生
き
残
っ
た
の
は
七
三
頭
の
み
で
、
広

東
軍
の
「
糧
食
兵
站
部
隊
タ
ル
有
田
部
隊
ニ
納
メ
ル
ベ
ク
、
黄
埔
ヨ
リ
ラ
イ
タ
ー
ヲ
特
別
仕
立
テ
当
地
軍
納
入
専
門
業
タ
ル
共
同
組
ニ

ヤ
ラ
セ
タ
ル
次
第
）
39
（

」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

軍
の
管
理
下
で
進
め
ら
れ
た
試
験
輸
送
で
は
、
出
荷
頭
数
の
約
三
分
の
二
が
斃
死
あ
る
い
は
途
中
下
船
と
い
う
散
々
な
結
果
に
終
わ

り
、
上
か
ら
の
要
望
に
翻
弄
さ
れ
る
現
場
社
員
の
間
で
は
混
乱
が
広
が
っ
た
。
広
東
滞
在
中
の
台
拓
参
事
森
萬
吉
は
業
務
部
事
業
課
長

大
西
文
一
へ
の
報
告
で
、
現
場
の
不
手
際
を
批
判
し
、「
兎
ニ
角
今
回
ダ
ケ
ハ
曲
リ
ナ
リ
ニ
モ
軍
ヘ
納
入
ヲ
済
マ
セ
一
段
落
ツ
キ
ホ
ツ
ト

致
候
）
40
（

」
と
本
音
を
漏
ら
す
が
、
海
南
島
側
で
は
不
満
が
出
て
い
た
。
海
南
島
事
務
所
長
の
長
瀬
信
二
は
広
東
の
森
に
対
し
、
急
な
対
応

を
迫
ら
れ
た
海
南
島
側
の
「
手
配
及
見
解
等
ニ
付
多
少
一
方
的
御
見
込
」
で
失
敗
の
責
任
を
転
嫁
し
て
ほ
し
く
な
い
と
苦
言
を
呈
す
）
41
（

。

そ
も
そ
も
、
事
の
発
端
は
、
高
山
が
市
川
と
私
的
に
海
南
豚
供
出
を
決
め
た
こ
と
で
、
現
場
の
混
乱
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
高
山

に
と
っ
て
は
、
自
身
の
役
職
や
功
績
、
今
後
自
社
の
事
業
展
開
の
た
め
に
伏
線
を
敷
く
と
い
う
意
味
で
妥
当
な
判
断
だ
っ
た
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
思
惑
が
先
走
り
、
肝
心
な
現
場
の
事
情
が
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
軍
の
要
望
も
あ
る
が
、
そ
れ
を

促
し
た
会
社
上
層
部
の
軽
率
な
承
諾
の
弊
害
は
、
現
場
社
員
が
一
番
痛
感
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

第
二
章　

本
格
的
な
生
豚
供
出
に
む
け
て

　
　
　
　
　
　
　

一
、
三
井
と
の
協
議

　

台
拓
は
、
軍
部
が
海
南
島
に
上
陸
す
る
と
間
髪
入
れ
ず
西
村
を
派
遣
し
、
海
南
豚
の
試
験
輸
送
に
も
協
力
し
て
い
た
。
後
に
三
省
連

一
八
〇
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絡
会
議
の
決
定
を
受
け
て
、
台
湾
総
督
府
も
四
月
一
日
か
ら
殖
産
局
農
務
課
技
師
の
高
澤
壽
を
現
地
へ
送
り
、
台
拓
は
高
澤
の
協
力
を

通
じ
て
今
後
の
畜
産
事
業
展
開
を
三
省
側
へ
働
き
か
け
る
。
四
月
二
四
日
に
は
海
南
島
事
務
所
長
長
瀬
の
名
義
で
、
第
五
艦
隊
情
報
部

長
前
田
稔
（
海
軍
省
）・
飯
田
支
隊
参
謀
長
今
田
新
太
郎
（
陸
軍
省
）・
海
口
帝
国
総
領
事
昌
谷
忠
（
外
務
省
）
宛
に
、
畜
産
事
業
の
実
施
認

許
を
請
願
し
、
主
に
屠
畜
事
業
・
皮
革
事
業
・
酪
農
事
業
・
生
畜
移
輸
出
事
業
の
獲
得
を
狙
っ
て
い
た
）
42
（

。
そ
し
て
、
三
省
連
絡
会
議
で

の
審
議
を
経
て
、
五
月
一
八
日
に
は
上
記
三
省
代
表
か
ら
畜
産
事
業
実
施
認
許
の
通
知
を
受
け
、
台
拓
本
社
も
新
た
な
技
術
者
派
遣
に

動
く
。

　

本
社
側
は
高
澤
を
通
じ
て
適
任
人
材
を
探
し
、
一
九
〇
九
年
三
月
に
熊
本
県
立
阿
蘇
農
業
学
校
畜
産
科
を
卒
業
し
、
高
雄
州
技
師
を

経
て
建
国
畜
産
合
資
会
社
（
高
雄
）
を
自
営
し
て
い
た
宗
村
亮
（
一
八
九
〇
年
〜
一
九
六
四
年
）
を
主
任
社
員
と
し
て
採
用
す
る
。
宗
村
は

六
月
五
日
付
で
入
社
し
、
そ
れ
に
伴
い
八
日
付
で
西
村
の
海
南
島
畜
産
関
係
事
務
を
解
嘱
し
南
支
課
へ
異
動
さ
せ
た
。
宗
村
は
二
一
日

に
台
湾
を
発
ち
、
共
に
採
用
さ
れ
た
七
名
の
技
術
社
員
と
現
地
で
業
務
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
）
43
（

。

　

台
拓
は
三
省
代
表
か
ら
の
認
許
通
知
を
受
け
て
、
上
記
畜
産
事
業
の
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
生
畜
移
輸
出
事
業
に
つ
い

て
は
、
認
許
さ
れ
た
際
に
「
三
井
物
産
ノ
事
業
ニ
属
ス
ル
ヲ
以
テ
三
井
物
産
ト
協
議
ノ
上
決
定
）
44
（

」
す
る
と
い
う
条
件
が
付
さ
れ
て
い
た
。

三
井
物
産
も
生
畜
事
業
へ
の
参
入
を
試
み
て
お
り
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
内
地
大
手
と
交
渉
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
台
拓
が
現

地
へ
社
員
を
増
派
し
準
備
を
進
め
る
中
、
七
月
七
日
に
は
広
東
駐
在
の
安
藤
部
隊
本
部
か
ら
海
南
島
の
台
拓
事
務
所
に
対
し
、
至
急
生

豚
を
納
入
す
る
よ
う
命
令
が
入
っ
た
）
45
（

。
お
そ
ら
く
、
広
東
方
面
で
は
、
約
三
ヶ
月
前
に
台
拓
が
海
南
豚
輸
送
に
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う

情
報
が
広
ま
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
先
に
見
た
高
山
の
働
き
が
功
を
奏
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
台
拓
は
再
度
生
豚
を
積
送
す
る
支
度
を

一
八
一



70

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
三
巻
　

第
二
号

東洋学報　第103巻２号　日中戦争期の台湾拓殖株式会社による海南島畜産事業　抜校

迫
ら
れ
る
。
し
か
し
、
広
東
か
ら
の
注
文
を
受
け
て
、
ま
ず
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
三
井
と
の
協
議
で
あ
っ
た
。

　

七
月
一
七
日
に
台
拓
海
口
事
務
所
長
の
長
谷
場
純
熊
は
三
井
物
産
株
式
会
社
海
南
島
事
務
所
長
宛
で
、「
今
般
広
東
駐
在
安
藤
部
隊
本

部
ヨ
リ
生
畜
納
入
方
ニ
関
シ
至
急
取
運
方
御
下
命
有
之
当
地
軍
司
令
部
当
局
ノ
御
了
解
ノ
下
ニ
不
日
本
事
業
ニ
着
手
致
度
存
候
ニ
就
テ

ハ
何
卒
右
御
了
承
ノ
上
何
分
ノ
御
回
示
被
下
度
此
段
以
書
中
得
貴
意
候
）
46
（

」
と
、
台
拓
が
生
豚
供
出
を
担
当
す
べ
く
許
可
を
求
め
た
。
こ

れ
に
対
し
て
三
井
側
は
同
日
、
在
海
口
海
南
島
北
方
班
の
万
木
仙
か
ら
長
谷
場
宛
に
、「
十
七
日
附
貴
状
正
ニ
拝
誦
御
依
頼
掲
題
ノ
事
正

ニ
了
承
仕
候
）
47
（

」
と
、
即
答
し
た
の
で
あ
る
。

　

三
井
と
し
て
も
、
台
拓
に
異
議
を
唱
え
ず
快
諾
し
て
い
る
点
か
ら
見
る
と
、
ま
だ
準
備
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
十
分
に
対
応
で
き
る
状

態
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
）
48
（

。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
台
拓
は
曲
が
り
な
が
ら
も
前
回
の
経
験
が
有
り
、
ま
た
南
方
の
畜
産
を
知
る
社

員
も
続
々
と
派
遣
し
て
い
る
の
で
強
み
は
あ
っ
た
。
し
か
し
前
回
、「
生
物
ノ
運
送
及
荷
役
ハ
余
リ
ニ
骨
折
リ
今
後
此
ノ
種
運
送
ニ
対
シ

テ
ハ
多
々
考
ヘ
サ
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
有
）
49
（

」
と
、
大
量
の
動
物
を
生
体
の
状
態
で
船
舶
輸
送
す
る
難
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ

れ
で
も
、
台
拓
が
受
命
し
た
以
上
は
、
緊
急
に
現
場
で
実
施
計
画
案
を
作
成
し
、
軍
の
要
望
に
早
急
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

二
、
生
豚
買
付
の
準
備

　

三
井
と
の
協
議
を
経
て
、
長
谷
場
は
七
月
二
〇
日
に
業
務
部
南
支
課
長
喜
多
収
一
郎
）
50
（

に
対
し
、
輸
送
準
備
着
手
の
旨
を
報
告
す
る
）
51
（

。

島
内
で
の
豚
集
荷
に
つ
い
て
は
、「
治
安
状
態
充
分
ナ
ラ
ザ
ル
為
海
口
市
ニ
於
テ
モ
著
シ
ク
欠
乏
ヲ
訴
ヘ
ツ
ゝ
ア
ル
状
態
）
52
（

」
に
あ
り
、
事

一
八
二
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務
所
が
あ
る
海
口
附
近
で
の
入
手
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
現
地
の
市
場
を
調
査
し
、
ま
ず
は
「
最
モ
適
当
ト
認
メ
ラ
ル
定
安
市

附
近
ヨ
リ
買
付
ヲ
開
始
ス
ル
コ
ト
）
53
（

」
で
決
ま
っ
た
。
海
口
に
比
較
的
近
い
内
陸
部
の
定
安
は
、
以
前
か
ら
主
要
豚
市
場
の
一
つ
と
さ
れ

て
お
り
）
54
（

、
そ
う
し
た
事
情
や
交
通
の
便
を
把
握
し
た
上
で
、
現
状
の
最
適
地
と
し
て
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
集
荷
候
補
地
が
決
ま
る
と
、

宗
村
を
定
安
ま
で
派
遣
し
、
軍
当
局
の
了
解
の
下
、
八
月
四
日
に
同
地
治
安
維
持
会
と
の
間
で
生
畜
購
入
に
関
す
る
契
約
を
結
ん
だ
（
次

頁
：
表
2
参
照
）
55
（

）。

　

契
約
内
容
で
は
、
海
南
畜
産
公
司
（
台
拓
）
と
治
安
維
持
会
と
の
取
引
は
物
々
交
換
を
主
と
す
る
が
、
物
資
供
給
が
困
難
な
場
合
は

軍
票
に
よ
る
支
払
い
も
許
可
し
て
い
る
。
物
々
交
換
に
つ
い
て
は
、
海
南
島
の
住
民
の
間
で
は
貨
幣
決
済
を
好
ま
ず
、
日
用
必
需
品
と

の
交
換
を
好
む
と
い
う
慣
習
を
尊
重
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
）
56
（

。
畜
産
公
司
に
よ
る
「
欠
乏
物
資
（
麦
粉
、
マ
ッ
チ
、
白
砂
糖
）
ノ
供
給
ヲ

条
件
）
57
（

」
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
占
領
後
の
手
探
り
の
中
で
、
旧
慣
の
尊
重
と
金
銭
取
引
に
よ
る
不
正
や
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
混
乱

を
防
止
す
る
と
い
う
意
味
で
、
台
拓
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
軍
部
と
し
て
は
軍
票
を
流
通
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
宗
村
は
一
応
物
々
交
換
と
軍
票
精
算
を
併
記
し
、
治
安
維
持
会
と
軍
部
に
対
し
て
融
通
が
利
く
内
容
に
な
る
よ
う
説
得

し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
全
体
的
に
日
本
語
的
な
表
現
に
も
見
え
る
が
）
58
（

、
治
安
維
持
会
側
か
ら
足
下
を
見
ら
れ
て
大
損
を
招
く

こ
と
を
強
く
警
戒
し
、
ま
た
そ
の
時
々
の
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
形
式
的
な
「
含
み
」
を
持
た
せ
た
内
容
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

契
約
を
結
ん
だ
翌
五
日
に
は
、
定
安
の
重
久
圭
蔵
警
備
隊
長
）
59
（

（
台
湾
歩
兵
第
一
連
隊
中
佐
）
と
の
間
で
、
社
員
駐
在
用
の
市
内
二
階
建
て

家
屋
の
貸
し
下
げ
契
約
を
締
結
し
て
い
る
）
60
（

。
豚
収
容
所
と
し
て
市
中
の
西
市
場
の
建
物
も
借
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
広
東
向
け
の
生
豚

集
荷
体
制
が
整
っ
て
い
く
。

一
八
三
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一
八
四

表
2　

定
安
地
区
治
安
維
持
会
と
の
契
約
（
右
：
原
文
、
左
：
日
本
語
訳
）

・
合
同
書

定
安
治
安
維
持
會
與
海
南
畜
產
公
司
得
定
安
警
備
司
令
官
許
可
之
下
於
定
安
開
設
畜
產
物
買
取
營
業
所
關
於
維
持
會
與
營
業
所
斡
旋
之
合
同
締
結
如
左
．

一
，

定
安
治
安
維
持
會
要
與
海
南
畜
產
公
司
斡
旋
買
收
畜
產
物
．

一
，

關
於
前
項
海
南
畜
產
公
司
宜
在
定
安
治
安
維
持
會
繳
納
稅
金
如
左
．

牛
與
豬
每
隻
軍
票
伍
十
錢
，
牛
皮
每
張
軍
票
參
十
錢
．

一
，

海
南
畜
產
公
司
購
買
之
畜
產
物
之
總
價
金
得
地
方
必
要
之
物
資
充
當
之
以
供
給
定
安
治
安
維
持
會
物
資
交
易
所
．

一
，

定
安
治
安
維
持
會
斡
旋
的
畜
產
物
價
格
及
海
南
畜
產
公
司
供
給
物
資
的
價
格
依
時
價
而
兩
方
協
定
之
．

一
，

畜
產
物
的
代
金
支
拂
方
法
則
海
南
畜
產
公
司
供
給
的
物
資
範
圍
內
在
定
安
治
安
維
持
會
要
十
日
以
內
方
行
支
拂
．

一
，

海
南
畜
產
公
司
供
給
與
定
安
治
安
維
持
會
之
物
資
倘
無
有
發
賣
時
期
則
由
海
南
畜
產
公
司
支
拂
金
收
買
．

一
，

均
以
軍
用
手
票
交
易
爲
本
位
．

會
長 

韓
錦
堂　

副
會
長 

莫
錦
東　

中
華
民
國
二
十
八
年
八
月
四
日
．

・
契
約
書

定
安
治
安
維
持
会
と
海
南
畜
産
公
司
は
定
安
警
備
司
令
官
の
許
可
の
下
、
定
安
に
於
い
て
畜
産
物
買
取
営
業
所
を
開
設
す
る
こ
と
を
得
、
維
持
会
と
営
業
所
の
斡

旋
に
関
す
る
契
約
を
左
記
の
如
く
締
結
す
る
。

一
，

定
安
治
安
維
持
会
は
海
南
畜
産
公
司
に
対
し
、
畜
産
物
買
収
を
斡
旋
す
る
要
あ
り
。

一
，

前
項
に
関
し
、
海
南
畜
産
公
司
が
定
安
治
安
維
持
会
に
て
納
め
る
べ
き
税
金
は
左
記
の
如
し
。

牛
と
豚
は
一
頭
に
つ
き
軍
票
五
〇
銭
と
す
る
、
牛
皮
は
一
枚
に
つ
き
軍
票
三
〇
銭
と
す
る
。

一
，

海
南
畜
産
公
司
が
買
収
す
る
畜
産
物
の
総
額
は
、
地
域
で
必
要
と
す
る
物
資
に
て
充
当
す
る
こ
と
を
得
、
之
を
以
て
定
安
治
安
維
持
会
物
資
交
易
所
に
供
給
す
る
。

一
，

定
安
治
安
維
持
会
が
斡
旋
す
る
畜
産
物
価
格
及
び
海
南
畜
産
公
司
が
供
給
す
る
物
資
の
価
格
は
、
時
価
に
基
づ
き
双
方
が
之
を
相
談
し
て
決
め
る
。

一
，

畜
産
物
の
代
金
支
払
方
法
は
、
海
南
畜
産
公
司
が
供
給
す
る
物
資
の
範
囲
内
で
定
安
治
安
維
持
会
に
て
一
〇
日
以
内
に
支
払
す
る
要
あ
り
。

一
，

海
南
畜
産
公
司
か
ら
定
安
治
安
維
持
会
に
供
給
す
る
物
資
が
仮
に
売
り
出
せ
る
も
の
が
無
い
時
、
海
南
畜
産
公
司
は
代
金
支
払
に
よ
っ
て
買
い
入
れ
す
る
。

一
，

す
べ
て
軍
用
手
票
を
以
て
の
取
引
を
本
位
と
す
る
。

会
長 

韓
錦
堂　

副
会
長 

莫
錦
東　

中
華
民
国
二
十
八
年
八
月
四
日
。

出
典
：
台
拓
檔
案
「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業
南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」（
所
蔵
番
号
：
〇
〇
二
〇
〇
四
二
五
）
一
一
二
〜
一
一
三
、
一
二
〇
〜
一
二
一

コ
マ
よ
り
、
筆
者
作
成
。
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そ
の
後
、
長
谷
場
は
現
場
の
意
見
を
ま
と
め
、
八
月
七
日
に
は
業
務
部
長
高
山
に
「
生
豚
輸
出
事
業
計
画
案
」
を
提
示
し
た
。
計
画

案
で
は
、
現
地
養
豚
農
家
と
取
引
商
の
慣
習
を
意
識
し
つ
つ
、
奥
地
の
滞
貨
を
掘
り
起
こ
し
、
適
切
な
出
荷
方
法
で
肉
用
豚
を
供
給
す

る
こ
と
を
謳
っ
て
い
た
）
61
（

。
し
か
し
、
軍
政
下
の
業
務
規
程
や
現
地
住
民
を
相
手
に
し
た
取
引
な
ど
、
克
服
す
べ
き
課
題
が
多
く
、
長
谷

場
が
綴
る
「
当
分
相
当
困
難
ヲ
免
レ
ズ
）
62
（

」
と
い
う
の
が
現
地
社
員
た
ち
の
本
音
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

第
三
章　

広
東
向
け
輸
送
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　

一
、
実
施
計
画
と
生
豚
買
付

　

宗
村
は
生
豚
購
入
契
約
を
結
ぶ
約
一
ヶ
月
前
の
七
月
五
日
に
、
加
藤
恭
平
社
長
宛
で
今
後
の
業
務
量
予
測
を
報
告
し
、
例
え
ば
海
口

港
だ
け
で
毎
月
八
三
〇
〇
頭
も
の
豚
を
出
荷
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
た
）
63
（

。
し
か
し
、
今
回
の
計
画
で
は
全
体
の
単
年
目
標
を
五
八
五
〇

頭
と
設
定
し
、
明
ら
か
に
控
え
め
な
数
字
で
あ
っ
た
。
社
内
で
は
積
極
的
な
見
通
し
を
提
示
し
た
が
、
今
回
は
軍
部
に
も
直
接
関
わ
る

重
要
任
務
だ
け
に
、
業
務
遂
行
上
の
困
難
な
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
極
め
て
現
実
的
な
試
算
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
台
湾
の
生
畜

輸
送
を
知
る
業
者
か
ら
は
、
総
ト
ン
数
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
ト
ン
規
模
の
発
動
機
船
（
汽
船
）
を
用
い
た
場
合
、
最
多
で
五
〇
〇
頭
が
積

送
可
能
と
い
う
建
議
も
あ
り
）
64
（

、
こ
こ
で
は
月
一
回
の
輸
送
で
五
〇
〇
頭
ほ
ど
を
広
東
へ
出
荷
す
る
よ
う
見
積
も
っ
て
い
た
）
65
（

。

　

そ
れ
に
加
え
、
収
支
予
想
も
驚
く
べ
き
高
額
な
収
益
を
算
出
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
前
回
の
惨
状
も
あ
っ
て
か
、
現
場
で

は
事
業
の
困
難
性
や
失
敗
と
い
う
リ
ス
ク
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
収
容
豚
舎
等
の
設
備
費
も
考
慮
し
た
場
合
、
赤
字

に
陥
る
試
算
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
台
拓
に
と
っ
て
は
三
井
を
凌
駕
で
き
る
絶
好
の
ア
ピ
ー
ル
機
会
を
得
ら
れ
る
た
め
、
生
豚
供
出

一
八
五
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は
魅
力
的
な
事
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
計
画
書
の
数
字
に
は
、
軍
政
に
う
ま
く
順

応
し
た
業
務
遂
行
が
最
優
先
で
、
自
社
の
利
益
は
僥
倖
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
、

非
常
に
現
実
的
な
姿
勢
が
表
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
建
国
畜
産
合
資
会
社
を
自
営
し

て
い
た
時
に
生
豚
輸
送
の
経
験
が
あ
る
宗
村
も
、
妥
当
な
数
字
と
見
込
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
。

　

軍
部
の
協
力
も
得
な
が
ら
豚
を
確
保
す
る
方
策
が
定
ま
っ
て
い
く
が
、
畜
産
公
司

が
業
務
を
行
う
「
附
近
治
安
関
係
悪
化
セ
ル
ト
三
井
洋
行
ノ
物
資
供
給
渋
滞
ノ
為
）
66
（

」

に
、
八
月
中
は
広
東
へ
の
出
荷
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、「
三
井
洋
行
ノ
物
資
供

給
渋
滞
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
の
三
井
と
の
取
り
決
め
の
際
に
、「
生
畜
買
出
ヲ

物
々
交
換
ニ
依
ル
コ
ト
ヲ
必
要
ト
ス
ル
場
合
ノ
代
価
物
資
ノ
供
給
）
67
（

」
は
同
社
か
ら
受

け
る
よ
う
に
指
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
井
が
畜
産
公
司
に
物
資

を
提
供
し
、
畜
産
公
司
が
そ
の
物
資
を
用
い
治
安
維
持
会
を
通
じ
て
豚
を
入
手
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
三
井
か
ら
の
物
資
供
給
が
滞
る
と
、
そ
も
そ
も
物
々
交

換
す
ら
不
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
た
内
部
事
情
に
加
え
、
現
地
の
治
安
も
落

ち
着
か
な
か
っ
た
の
で
、
広
東
へ
の
出
荷
が
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

畜
産
公
司
に
よ
る
豚
の
仕
入
れ
状
況
を
確
認
す
る
と
、
表
3
の
通
り
た
し
か
に
八

表 3　台拓による海南豚仕入れ状況（単位：頭）
定安方面 東山方面 金江方面 その他 計

1939年 8月   9 　　 　　 　　   9 
9月  40 　　 　　 165 205 
10月  69 123  5 325 522 
11月  21 202 　　 155 378 
12月  59 375 　　 253 687 

1940年 1月 159 139 　　 151 449 
2月  37  71 　　  64 172 
3月 161 238 19  80 498 

出典：台拓檔案「昭和十六年海南島ニ於ケル自動車運輸・建築・畜産・製氷・
農林等事業概況南支課（1941年）」（所蔵番号：00201096）48～49コマ、
より筆者作成。
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月
は
僅
か
九
頭
を
定
安
方
面
で
確
保
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
に
入
る
と
徐
々
に
増
加
を
見
、
一
〇
月
か
ら
は
定
安
近
隣

の
東
山
方
面
と
そ
の
他
地
域
か
ら
の
仕
入
れ
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
当
初
拠
点
に
位
置
付
け
て
い
た
定
安
を
中
心
と
し
て
郊

外
の
農
村
部
や
他
地
域
も
担
当
社
員
が
調
査
し
、
各
地
で
治
安
維
持
会
の
人
員
等
を
通
じ
て
出
荷
用
豚
を
確
保
し
て
い
た
結
果
で
あ
ろ

う
。
事
業
開
始
当
初
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
も
の
の
、
実
施
体
制
が
整
う
と
九
月
か
ら
は
仕
入
れ
頭
数
も
増
加
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

安
藤
部
隊
に
は
、「
九
月
十
五
日
第
一
回
出
荷
ト
シ
テ
生
豚
百
六
拾
頭
ヲ
納
入
）
68
（

」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

二
、
広
東
へ
の
輸
送

　

九
月
に
入
り
広
東
へ
続
々
と
生
豚
が
出
荷
さ
れ
る
が
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
台
拓
の
社
内
報
告
に
基
づ
い
て
表
4
に
ま
と
め
た
。

輸
送
ま
で
の
流
れ
と
し
て
は
、
ま
ず
定
安
お
よ
び
近
隣
地
域
で
物
々
交
換
等
を
通
じ
て
豚
を
集
荷
し
、
市
中
に
設
け
た
豚
収
容
所
で
管

理
す
る
。
そ
し
て
、
軍
の
協
力
も
得
な
が
ら
社
用
ト
ラ
ッ
ク
で
海
口
等
の
港
都
ま
で
運
び
、
当
地
の
軍
経
理
部
で
軍
需
品
と
し
て
の
登

録
を
済
ま
せ
た
後
に
広
東
方
面
へ
積
送
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
）
69
（

。
第
一
便
は
九
月
一
四
日
に
積
込
み
、
安
藤
部
隊
か
ら
の
注
文
を
受

け
て
か
ら
約
二
ヶ
月
後
に
一
六
〇
頭
を
輸
送
し
、
斃
死
豚
二
二
頭
を
除
く
と
計
一
三
八
頭
の
生
豚
が
先
方
へ
渡
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
は
毎
月
一
〇
〇
頭
以
上
を
輸
送
し
、
管
見
の
限
り
で
は
七
ヶ
月
で
計
約
二
一
〇
〇
頭
で
あ
る
。
畜
産
公
司
が
受
命
輸
送
し
た

頭
数
は
こ
れ
よ
り
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
ま
た
現
地
商
に
よ
る
密
輸
も
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
全
体
の
搬
出
頭
数
は
表
中
の
数
値
を
上
回
る
で
あ
ろ
う
が
、
判
明
す
る
畜
産
公
司
輸
送
分
に
限
っ
て
見
る
と
、
月
平
均
で
約

三
〇
〇
頭
を
広
東
方
面
へ
供
出
し
て
い
た
。
当
初
の
事
業
計
画
か
ら
見
る
と
、
だ
い
た
い
六
割
ほ
ど
の
出
来
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

一
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表 4　海南島占領後の広東向け生豚供出実績（1939年度）

積込日 船積頭
数（A）

斃死
頭数
（B）

売上
頭数
（A-B）

売上金額
（単位：円）

100斤当り
単価（同） 納入先

第 1回 9月14日 160 22 138   8,502.75  75.00 軍経理部
第 2回 10月 6日 120  7 113   6,379.75  65.00 軍経理部
第 3回 10月25日 273 23 247  14,881.75  65.00 軍経理部

  3     95.10  63.00 市販（華昌公司）
第 4回 11月19日 181  0 181  12,643.15  65.00 軍経理部
第 5回 11月30日 160  4 156  10,331.75  65.00 軍経理部
第 6回 12月12日 262 14 248  16,764.80  65.00 軍経理部
第 7回 12月28日 100  1  99   6,450.60  65.00 軍経理部
第 8回 1月18日 220 10 176  12,598.95  65.00 軍経理部

 20   1,571.70  65.00 中井部隊（生豚）
 10    785.00 100.00 〃（枝肉）

第 9回 1月29日 166 13  37   2,630.55  71.00 中井部隊（生豚）
 68   5,579.20 110.00 〃（枝肉）
 15   1,231.85  67.64 華昌公司（売渡）
  9     684.21  69.53 〃（委託販売）
 15   1,180.09  65.81 利源公司（売渡）
  9     678.66  73.21 〃（委託販売）
　　     418.22 　　 陳澤寛（内臓）
　　     163.80 　　 〃（死肉）

第10回 3月 1日 150  8 142   9,525.36 65.00~
75.00 不明

第11回 3月10日  50
（南寧向け）  2  48   3,219.84 65.00~

75.00 軍経理部

第12回 3月20日  270 15 255  17,105.40 65.00~
75.00 不明

計 2,112 119 1,993 133,706.48 

出典：台拓檔案「昭和十四年度海南畜産公司生畜輸出事業南支課（1939年）」（所蔵番号：
00200425） 3、 5 ～ 6 コマ／同「昭和十四年十一月伝票其ノ二経理課（1939年）」
（同：00200332）410コマ／同「昭和十五年度海南島畜産及マヅラ牛調査報告綴南支
課（1939年）」（同：00202508）101～120、128～129、147～154コマ／同「昭和十
五年度生豚南寧輸出関係南支課（1939年）」（同：00200793）80コマ、より筆者作
成。

註：①第 8 回輸送の船積頭数には試験飼育用豚 4 頭も含まれる（計284円）。
②第 9 回輸送の積込日は、苦力の使役日が 1 月29日となっているため、同日あるい
はその前後だと推定した（黄埔到着は 2 月 2 日）。
③第10回～第12回輸送の斃死頭数・売上頭数・売上金額・100斤当り単価は不明であ
るため、筆者がそれまでの平均に基づき試算した数値である。
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ろ
う
。
売
上
高
で
見
れ
ば
、
初
年
度
の
生
畜
事
業
収
入
額
が
一
四
万
〇
九
〇
四
円
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
表
は
全
体

像
に
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

実
際
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
は
、
予
想
外
と
も
言
え
る
結
果
で
あ
っ
た
。
表
中
に
は
明
ら
か
に
な
る
売
上
金
の
み
を
提
示
し
て
い
る

が
、
実
際
の
純
益
に
つ
い
て
は
海
口
事
務
所
長
の
長
谷
場
が
一
〇
月
二
六
日
に
、
南
支
課
長
の
喜
多
に
興
味
深
い
報
告
を
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
第
一
次
出
荷
ニ
於
テ
ハ
約
二
千
円
ノ
純
益
ア
リ
定
安
出
張
所
設
置
以
来
各
種
準
備
ニ
要
シ
タ
ル
諸
経
費
ヲ
消
却
」
し
た
と
い

う
。
さ
ら
に
長
谷
場
は
、「
第
二
次
ニ
於
テ
ハ
特
ニ
軍
部
ノ
事
情
ニ
依
リ
百
斤
ニ
付
六
拾
五
円
ヲ
以
テ
納
入
セ
ル
モ
相
当
純
益
ヲ
生
セ
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
一
面
生
豚
買
収
用
物
資
ト
シ
テ
小
麦
粉
壹
千
袋
ヲ
軍
ノ
仕
入
原
価
ヲ
以
テ
払
下
ラ
レ
タ
ル
等
極
メ
テ
有
利
ナ
ル
実
情
ニ
有
）
70
（

」

と
、
相
当
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
。
畜
産
公
司
は
買
収
用
物
資
を
三
井
か
ら
仕
入
れ
る
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
記
述
で
は
、
三
井
が

物
資
提
供
を
渋
る
た
め
、
第
二
回
輸
送
か
ら
は
納
入
を
急
か
す
広
東
の
軍
部
よ
り
特
別
に
軍
用
仕
入
原
価
で
物
々
交
換
用
の
小
麦
粉
を

融
通
し
て
も
ら
っ
て
い
た
、
と
も
読
め
る
。
事
業
開
始
時
は
三
井
か
ら
の
物
資
提
供
が
滞
り
苦
戦
も
し
た
が
、
そ
の
後
は
軍
部
か
ら
続

け
て
注
文
が
入
り
、
畜
産
公
司
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
が
重
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

畜
産
公
司
は
本
来
、
一
〇
〇
斤
当
た
り
の
買
入
単
価
を
三
〇
円
、
売
上
単
価
は
五
〇
円
と
見
込
ん
で
い
た
。
長
谷
場
か
ら
喜
多
へ
の

報
告
で
は
、
海
口
の
市
価
は
同
四
〇
円
前
後
で
推
移
し
、
一
方
で
広
東
の
市
価
は
七
五
円
前
後
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
畜
産
公
司
と
し
て

も
七
五
円
前
後
を
目
標
と
し
た
い
旨
が
記
さ
れ
る
）
71
（

。
し
か
し
、
軍
へ
の
納
入
単
価
を
見
る
と
、「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
通
り
お
お
よ

そ
六
五
円
で
固
定
さ
れ
て
お
り
、
取
引
価
格
は
所
謂
「
軍
部
ノ
事
情
」
で
安
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
見

返
り
に
物
々
交
換
用
物
資
を
軍
か
ら
特
別
価
格
で
入
手
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
豚
の
出
回
り
が
低
調
な
広
東
の
事
情
に
鑑
み
れ
ば
、

一
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台
拓
側
は
当
然
よ
り
多
く
の
純
益
を
欲
し
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
事
業
を
無
事
に
遂
行
で
き
る
か
ど
う
か
を
危
惧
し
て
い
た
状
況
の
中

で
、
軍
と
の
相
互
利
益
の
関
係
を
保
ち
つ
つ
予
想
外
の
成
果
も
挙
げ
た
た
め
、
現
場
と
し
て
は
納
得
の
結
果
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
第
一

回
輸
送
後
に
高
山
が
長
谷
場
に
対
し
、「
当
地
事
業
ト
シ
テ
モ
有
望
ナ
ル
事
業
ナ
レ
バ
直
チ
ニ
一
ヶ
月
一
千
頭
納
入
ヲ
目
標
ニ
万
事
御
手

配
ノ
程
希
望
致
居
候
）
72
（

」
と
更
な
る
奮
闘
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
、
経
営
陣
と
し
て
も
期
待
感
は
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
順
調
に
売
上
が
伸
び
て
い
く
が
、
軍
部
へ
の
納
入
だ
け
で
は
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、
多
角
的
な
販
路
開
拓
に
も
必
死
だ
っ

た
。
一
〇
月
に
宗
村
は
軍
の
許
可
を
得
て
広
東
に
出
張
し
た
際
、
広
東
出
張
所
長
代
理
伏
田
彌
三
郎
と
興
粤
公
司
を
通
じ
た
委
託
販
売

を
計
画
・
交
渉
し
、
本
格
的
な
市
販
の
伏
線
と
し
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
前
の
三
省
連
絡
会
議
で
、
広
東
で
の
畜
産
物
の
市
販
は
興
粤
公

司
が
取
扱
う
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
表
4
中
の
第
九
回
輸
送
で
は
、
生
豚
と
現
地
解
体
豚
（
枝
肉
）
と
し
て

養
畜
場
を
管
理
す
る
中
井
部
隊
に
一
〇
五
頭
、
興
粤
公
司
を
経
て
現
地
業
者
の
利
源
公
司
と
華
昌
公
司
に
は
委
託
分
一
八
頭
と
売
渡
分

三
〇
頭
を
、
死
肉
や
解
体
後
の
内
臓
等
は
個
人
の
陳
澤
寛
に
販
売
し
て
い
た
）
73
（

。
ま
た
、
そ
こ
で
は
生
豚
の
ほ
か
に
生
鶏
や
ア
ヒ
ル
卵
も

積
載
し
、
金
額
が
明
ら
か
に
わ
か
る
船
舶
運
賃
や
苦
力
代
な
ど
広
東
で
の
支
出
分
を
差
し
引
く
と
、
約
一
万
二
四
〇
〇
円
の
販
売
成
績

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
海
南
島
内
で
の
ト
ラ
ッ
ク
運
賃
や
買
収
用
物
資
代
な
ど
の
金
額
が
不
明
確
な
支
出
を
考
慮
し
て
も
、

第
九
回
輸
送
全
体
で
四
〇
〇
〇
円
近
く
の
純
益
を
記
録
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
豚
関
連
の
数
字
だ
け
で
も
約
二
〇
〇
〇
〜
三

〇
〇
〇
円
の
純
益
と
思
わ
れ
る
が
、
第
一
回
輸
送
で
言
わ
れ
る
約
二
〇
〇
〇
円
の
純
益
額
と
同
等
の
成
果
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
）
74
（

。

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

一
九
〇
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海
南
豚
は
も
と
も
と
、
対
外
貿
易
で
「
主
座
」
た
る
地
位
に
あ
り
、
軍
政
下
で
は
飼
養
管
理
が
容
易
な
食
肉
源
・
収
入
源
と
し
て
、

各
社
の
高
い
関
心
を
集
め
て
い
た
。
台
拓
も
、
魅
力
的
な
生
畜
資
源
を
自
社
の
利
益
に
繋
げ
る
べ
く
、
占
領
直
後
か
ら
南
方
の
畜
産
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
る
人
員
を
続
々
と
現
地
へ
派
遣
し
、
本
格
的
な
事
業
展
開
に
備
え
た
。
そ
し
て
、
三
省
連
絡
会
議
か
ら
畜
産
事

業
へ
の
参
入
が
認
許
さ
れ
、
最
大
の
競
合
他
社
と
目
さ
れ
て
い
た
三
井
物
産
と
の
調
整
も
経
て
、
正
式
に
広
東
向
け
生
豚
供
出
に
着
手

す
る
。
長
谷
場
や
宗
村
等
、
現
地
駐
在
社
員
は
軍
部
の
意
向
と
現
地
の
慣
習
を
汲
み
つ
つ
実
施
計
画
を
立
て
る
が
、
当
初
は
業
務
遂
行

の
相
当
な
困
難
を
覚
悟
し
て
い
た
。
下
手
を
す
れ
ば
多
額
の
赤
字
を
計
上
す
る
か
も
し
れ
な
い
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
が
、
広
東
か
ら

の
注
文
が
相
次
ぎ
、
ま
た
予
想
外
に
販
売
成
績
も
伸
び
た
こ
と
で
、
台
拓
経
営
陣
は
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
更
な
る
事
業
拡
大
を
求
め
た

の
で
あ
る
。

　

駐
在
社
員
は
軍
部
の
顔
色
を
窺
い
な
が
ら
慎
重
に
事
業
を
展
開
す
る
中
で
、
僥
倖
的
と
も
言
え
る
純
益
の
獲
得
に
成
功
し
て
い
た
。

現
地
で
多
く
飼
養
さ
れ
る
豚
を
生
体
で
供
出
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
大
規
模
な
加
工
工
場
も
必
要
と
せ
ず
低
コ
ス
ト
を
実
現
し
、
尚
且

つ
必
須
の
食
肉
源
で
重
宝
さ
れ
る
た
め
に
好
成
績
に
繋
が
っ
た
。
ま
さ
に
、
戦
時
下
の
占
領
地
に
進
出
す
る
日
系
企
業
と
し
て
も
、
占

領
直
後
の
混
乱
期
に
は
非
常
に
合
理
的
な
事
業
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
台
拓
畜
産
部
門
の
占
領
後
の
異
様
と
も
言
え
る
高

収
益
の
背
景
に
は
、
内
地
大
手
と
の
競
合
を
意
識
し
た
早
期
進
出
に
よ
り
、
主
要
顧
客
で
あ
る
軍
部
と
の
関
係
を
築
け
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
。
こ
う
し
た
海
南
島
で
の
個
別
事
例
は
、
現
地
事
情
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
の
戦
略
が
功
を
奏
し
た
典
型
例
で
あ
ろ
う
。

　

軍
部
と
癒
着
す
る
こ
と
で
自
由
に
最
大
利
益
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
協
力
す
る
範
囲
内
で
最
大
限
の
利
益
を
得
る
こ
と
は
で

き
た
。
戦
争
政
策
の
犠
牲
に
な
り
た
く
な
い
受
命
会
社
の
視
点
で
見
れ
ば
、
軍
政
協
力
と
は
、
資
源
を
求
め
る
が
専
門
分
野
に
入
り
込

一
九
一



80

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
三
巻
　

第
二
号

東洋学報　第103巻２号　日中戦争期の台湾拓殖株式会社による海南島畜産事業　抜校

め
な
い
軍
部
の
限
界
を
逆
手
に
取
っ
て
事
業
を
企
画
・
遂
行
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
宗
村
が
主
導
し
て
市
販
も
画
策
し
た
よ
う
に
、
台

拓
側
が
絶
対
的
な
軍
政
へ
の
協
力
姿
勢
を
示
し
て
軍
部
と
の
癒
着
関
係
を
深
め
る
こ
と
で
、
畜
産
技
術
や
市
況
調
査
と
い
う
軍
部
の
手

が
及
ば
な
い
部
分
に
付
け
入
る
こ
と
が
で
き
、
利
益
獲
得
の
機
会
が
拡
大
し
た
。
小
型
で
早
熟
早
肥
・
多
産
と
い
う
圧
倒
的
利
点
を
有

す
る
肉
豚
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
生
産
性
の
高
さ
が
巨
大
な
利
権
を
生
み
、
畜
産
事
業
に
力
を
入
れ
る
台
拓
に
と
っ
て
は
肉
豚
利
権

が
軍
政
協
力
を
優
位
に
進
め
る
た
め
の
有
効
な
武
器
と
な
っ
た
。
生
豚
供
出
は
ま
さ
に
、
軍
政
協
力
と
い
う
名
の
し
た
た
か
で
貪
欲
な

営
利
活
動
で
あ
っ
た
。

　

台
拓
に
よ
る
海
南
豚
供
出
は
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
通
り
、
そ
の
後
は
南
寧
方
面
に
も
及
ん
で
い
く
。
海
南
島
で
の
畜
産
事
業
が

二
年
目
に
入
る
一
九
四
〇
年
四
月
一
八
日
、
広
東
出
張
所
長
高
木
秀
雄
は
業
務
部
長
高
山
に
対
し
、「
従
来
広
東
ニ
輸
送
セ
ル
海
南
島
生

豚
ハ
当
地
ガ
最
近
畜
産
物
出
廻
リ
良
ク
現
在
ノ
軍
需
民
需
ハ
海
南
島
ニ
タ
ヨ
ル
要
ナ
キ
状
態
ニ
付
キ
、
畜
産
物
不
足
ニ
悩
ム
欽
県
南
寧

方
面
ニ
海
南
畜
産
公
司
ハ
爾
後
全
力
ヲ
注
グ
事
ト
ナ
リ
）
75
（

」
と
報
告
す
る
。
台
拓
が
軍
政
下
の
急
な
市
況
変
化
に
も
敏
感
に
反
応
し
た
こ

と
で
、
戦
地
が
拡
大
す
る
に
伴
い
、
華
南
占
領
地
間
生
畜
交
易
に
新
た
な
動
き
が
起
こ
り
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
台
拓
の
生
豚
供
出

事
業
の
南
寧
方
面
へ
の
展
開
や
中
国
商
人
の
密
輸
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
九
二

註（
1
）　

台
拓
檔
案
「
昭
和
十
四
年
度
南
支
関
係
書
類
南
支
課
（
一
九
三

九
年
）」（
所
蔵
番
号
：
〇
〇
二
〇
〇
四
四
七
）
三
七
五
コ
マ
。
台
拓

檔
案
は
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
（
南
投
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

台
拓
に
つ
い
て
は
、
設
立
の
た
め
に
貴
衆
両
院
で
開
い
た
秘
密
会
で
、

海
軍
側
は
南
方
の
自
国
権
益
保
護
の
た
め
に
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
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実
力
の
行
使
を
示
し
て
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
」
用
意
が
あ
る
と
の

意
思
を
暗
に
示
し
た
こ
と
が
会
社
法
案
通
過
に
影
響
し
た
と
い
う
。

尚
、「
極
秘
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
と
い
う
名
称
は

全
く
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
島
内
の
開
発
・
殖
産
の
目
的
を
第

一
義
に
掲
げ
て
は
あ
る
が
、
実
は
そ
の
本
命
は
南
支
・
南
洋
と
海
外

に
眼
を
向
け
て
施
策
運
営
に
あ
る
」
と
の
指
摘
も
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
坂
本
四
郎
「
台
湾
拓
殖
会
社
沿
革
・
清
算
届
出
書
」（
手
書
き
原

稿
、
執
筆
年
は
お
そ
ら
く
一
九
五
三
年
前
後
か
）
二
〜
三
、
五
頁
。

（
2
）　

近
藤
正
己
『
総
力
戦
と
台
湾　
　

日
本
植
民
地
崩
壊
の
研
究

　
　

』（
刀
水
書
房
、
一
九
九
六
年
二
月
）
一
二
〇
頁
。

（
3
）　

三
井
物
産
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
本
文
中
で
も
触
れ
る
が
、「
海

南
島
で
の
開
発
・
経
営
は
海
軍
の
命
に
よ
り
、
島
ぐ
る
み
三
井
物
産

に
委
託
さ
れ
た
」
と
さ
れ
、
台
拓
に
と
っ
て
強
力
な
競
合
他
社
で
あ
っ

た
。
坂
本
雅
子
『
財
閥
と
帝
国
主
義　
　

三
井
物
産
と
中
国　
　

』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）
三
九
五
頁
。

（
4
）　

海
南
島
に
お
け
る
台
拓
畜
産
部
門
の
進
出
過
程
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
戦
時
期
中
国
占
領
地
に
お
け
る
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
の
事
業

参
入
と
台
湾
総
督
府　
　

海
南
島
占
領
後
の
畜
産
業
を
中
心
に　
　

」

（『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
第
四
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
四
九
〜

八
四
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）　

海
南
島
に
つ
い
て
は
、Justin A

dam
 Schneider, The Business 

of Em
pire: The Taiw

an D
evelopm

ent C
orporation and Japanese 

Im
perialism

 in Taiw
an, 1936-1946, M

ichigan: U
M

I, 1998, 

に
て
、

関
係
機
関
の
政
策
文
書
と
台
拓
檔
案
の
報
告
内
容
に
基
づ
き
、
各
事

業
経
営
の
概
要
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。
同
じ
く
、
鍾

淑
敏
「
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
在
海
南
島
事
業
之
研
究
」
で
は
、
困
難

を
増
す
資
材
調
達
と
い
う
戦
時
期
の
構
造
的
な
問
題
に
も
触
れ
つ
つ
、

当
初
の
方
針
と
事
業
運
営
の
実
態
と
の
ブ
レ
に
つ
い
て
概
観
的
に
整

理
さ
れ
る
（『
台
湾
史
研
究
』
第
一
二
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
五
年
六

月
、
七
三
〜
一
一
四
頁
）。
他
に
も
、
海
軍
史
料
に
依
拠
し
た
水
野
明

「
資
料
・
日
本
海
軍
の
海
南
島
占
領
支
配
（
二
）　　

一
九
三
九
〜
一

九
四
五
年　
　

」
で
は
、
現
地
の
施
政
方
針
が
列
挙
・
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
軍
部
側
と
の
関
係
性
を
把
握
す
る
上
で
有
益
な
情
報
が
提
示

さ
れ
る
（『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
四
九
巻
第
三
号
、
二
〇

〇
二
年
二
月
、
二
九
〜
一
三
九
頁
）。
日
系
企
業
の
海
南
島
に
お
け
る

事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、
柴
田
善
雅
「
海
南
島
占
領
地
に
お
け
る
日

系
企
業
の
活
動
」（
柴
田
善
雅
『
中
国
占
領
地
日
系
企
業
の
活
動
』
日

本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、
三
八
三
〜
四
二
五
頁
）
に
て

も
、
業
務
形
態
の
概
要
が
把
握
し
得
る
。

（
6
）　

湊
照
宏
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
台
湾
拓
殖
会
社
の
金
融
構
造
」

『
日
本
台
湾
学
会
報
』
第
七
号
、
二
〇
〇
五
年
五
月
、
一
〜
一
七
頁
。

お
よ
び
谷
ヶ
城
秀
吉
「
国
策
性
事
業
の
展
開
（
二
）　　
「
国
益
」
と

一
九
三
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「
私
益
」
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か　
　

」、
湊
照

宏
・
齊
藤
直
・
谷
ヶ
城
秀
吉
『
国
策
会
社
の
経
営
史　
　

台
湾
拓
殖

か
ら
見
る
日
本
の
植
民
地
経
営　
　

』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
三

月
）
一
五
三
〜
一
七
一
頁
。

（
7
）　

台
拓
に
つ
い
て
は
、
経
営
史
の
観
点
か
ら
国
策
協
力
と
営
利
活

動
の
相
剋
関
係
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
株
式
市
場
を
通
じ
た

資
金
調
達
と
配
当
と
い
う
圧
力
に
対
し
、
如
何
に
し
て
国
庫
補
助
金

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
自
社
の
利
益
を
上
げ
て
い
く
か
と
い
う
事
業

拡
大
の
難
題
に
直
面
し
て
い
た
点
が
言
及
さ
れ
る
。
新
た
な
株
式
会

社
と
し
て
信
頼
構
築
の
ハ
ン
デ
も
あ
り
、
国
策
遂
行
と
市
場
か
ら
の

圧
力
に
板
挟
み
に
な
る
中
で
、
低
調
な
経
営
成
績
が
目
立
っ
て
い
た

と
い
う
指
摘
は
注
目
さ
れ
る
。
前
掲
註
（
6
）『
国
策
会
社
の
経
営
史

　
　

台
湾
拓
殖
か
ら
見
る
日
本
の
植
民
地
経
営　
　

』。

（
8
）　

農
業
で
は
不
振
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
、
現
地
の
気
候
条
件

や
そ
れ
に
関
わ
る
自
然
災
害
等
は
看
過
で
き
な
い
。
趙
従
勝
「
台
湾

拓
殖
株
式
会
社
の
海
南
島
農
業
開
発
に
つ
い
て
」、
松
田
吉
郎
編
著

『
日
本
統
治
時
代
台
湾
の
経
済
と
社
会
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
二
年

一
一
月
）
一
一
一
〜
一
三
九
頁
。

（
9
）　

台
拓
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
帝
国

議
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
席
上
で
小
笠
原
三
九
郎
委
員
（
衆
議
院
）

は
、「
台
湾
拓
殖
会
社
ハ
自
分
ノ
手
許
ニ
資
金
ガ
ナ
ク
シ
テ
、
社
債
ガ

払
込
資
本
ノ
三
倍
募
レ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
単
独
ノ
社
債
ヲ
募
ツ
テ
居
ラ
ヌ
、

何
処
ノ
銀
行
ニ
行
ツ
テ
モ
相
手
ニ
サ
レ
ヌ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
状
況
デ
ハ

困
ル
」
と
指
摘
す
る
。
占
領
地
事
業
に
つ
い
て
も
、
新
参
会
社
と
し

て
の
知
名
度
は
看
過
で
き
な
い
だ
ろ
う
。『
第
七
十
四
回
帝
国
議
会
衆

議
院
予
算
委
員
第
一
分
科
（
外
務
省
、
司
法
省
及
拓
務
省
所
管
）
会

議
録
（
速
記
）
第
三
回
（
一
九
三
九
年
二
月
六
日
）』
一
一
頁
。

（
10
）　

例
え
ば
、
広
東
で
は
受
命
し
た
電
力
事
業
で
は
収
益
が
上
が
っ

て
い
た
点
が
指
摘
さ
れ
、
占
領
地
事
業
に
お
け
る
利
権
と
営
利
性
の

関
係
が
垣
間
見
え
る
。
前
掲
註
（
6
）
谷
ヶ
城
「
国
策
性
事
業
の
展

開
（
二
）　　
「
国
益
」
と
「
私
益
」
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
よ
う

と
し
た
の
か　
　

」。
広
東
事
業
に
つ
い
て
は
他
に
も
、
朱
徳
蘭
「
台

湾
拓
殖
株
式
会
社
在
広
東
的
経
済
活
動　
　

以
農
産
事
業
為
例
（
一

九
三
九
〜
一
九
四
三
）　　

」
に
て
、
現
地
民
の
利
権
も
絡
む
土
地
開

発
の
難
し
さ
に
触
れ
、
軍
部
の
方
針
下
で
翻
弄
さ
れ
る
側
面
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
（
中
華
民
国
史
料
研
究
中
心
編
印
『
中
国
現
代
史
専
題

研
究
報
告
（
二
十
二
）　　

台
湾
與
中
国
大
陸
関
係
史
討
論
会
論
文

集
』
同
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
、
四
一
九
〜
四
四
七
頁
）。

（
11
）　

た
し
か
に
、「
海
南
島
が
皇
軍
の
指
導
下
に
開
発
が
始
め
ら
れ
て

よ
り
農
林
業
関
係
の
各
社
は
私
利
を
捨
て
真
に
裸
一
貫
と
な
っ
て
御

国
の
た
め
に
、
尊
き
将
兵
の
努
力
に
お
む
く
い
す
る
た
め
、
よ
り
よ

き
同
島
の
開
発
を
実
現
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
困
苦
を
征
服
」
し
て
尽

一
九
四
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力
し
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
然
な

が
ら
会
社
の
利
益
も
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、「
儲
か
る
」

部
門
に
は
各
社
が
殺
到
し
た
の
で
あ
る
。
海
南
島
農
林
業
連
合
会
「
海

南
島
農
林
業
の
持
つ
重
大
使
命
」『
海
南
島
』
第
二
巻
第
四
号
、
一
九

四
二
年
四
月
、
二
一
頁
。

（
12
）　

実
際
に
海
南
島
で
は
、
上
層
部
は
現
地
駐
在
社
員
を
通
じ
て
会

社
利
益
に
繋
が
る
情
報
を
把
握
し
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
地
駐
在

社
員
に
対
し
会
社
の
事
業
方
針
を
三
省
連
絡
会
議
へ
請
願
す
る
様
指

示
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
現
地
で
決
ま
っ
た
方
針
を
基
に
し
て
、
本

社
側
は
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
地
駐
在
社
員
は

軍
部
に
認
許
さ
れ
た
業
務
範
囲
内
で
主
体
的
活
動
と
利
益
を
求
め
、

軍
部
を
巻
き
込
む
過
失
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
前
掲
註

（
4
）
拙
稿
「
戦
時
期
中
国
占
領
地
に
お
け
る
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
の

事
業
参
入
と
台
湾
総
督
府
」。

（
13
）　

台
拓
副
社
長
の
久
宗
董
は
、
他
の
進
出
会
社
と
の
関
係
も
あ
り
、

「
総
督
府
ガ
海
南
島
事
業
ニ
対
シ
テ
補
助
ヲ
出
ス
事
ハ
難
色
ガ
有
ル
ト

思
フ
ガ
台
拓
ト
シ
テ
看
板
ニ
相
応
シ
イ
事
業
ハ
農
林
業
開
発
、
畜
産

ヲ
主
ト
シ
自
動
車
事
業
ハ
産
業
開
発
上
、
交
通
上
ノ
根
本
ヲ
為
ス
モ

ノ
デ
台
拓
ノ
将
来
ニ
係
ル
重
要
事
業
デ
ア
ル
カ
ラ
力
ヲ
入
レ
度
イ
ト

思
フ
、
場
合
ニ
依
ツ
テ
ハ
他
ノ
補
助
ハ
止
メ
テ
モ
良
イ
デ
ハ
ナ
イ
カ
、

要
ス
ル
ニ
重
点
主
義
デ
進
ム
事
ニ
シ
度
イ
」
と
述
べ
、
経
営
陣
の
見

解
と
し
て
重
要
な
発
言
で
あ
る
。
た
だ
し
、
補
助
金
申
請
と
い
っ
て

も
、
好
調
事
業
の
拡
大
の
た
め
な
の
か
、
あ
る
い
は
赤
字
補
填
の
た

め
な
の
か
は
注
意
を
要
す
る
。
台
拓
檔
案
「
昭
和
十
五
年
度
予
算
委

員
会
関
係
書
類
主
計
課
（
一
九
四
〇
年
）」（
〇
〇
二
〇
〇
七
七
八
）

一
三
三
コ
マ
。

（
14
）　

台
拓
檔
案
「
海
南
島
関
係
雑
書
南
支
課
（
一
九
四
〇
年
）」（
〇

〇
二
〇
〇
七
八
七
）
五
二
コ
マ
。

（
15
）　

台
拓
檔
案
「
昭
和
十
六
年
海
南
島
ニ
於
ケ
ル
自
動
車
運
輸
・
建

築
・
畜
産
・
製
氷
・
農
林
等
事
業
概
況
南
支
課
（
一
九
四
一
年
）」（
〇

〇
二
〇
一
〇
九
六
）
三
六
〜
三
八
コ
マ
。
尚
、
本
報
告
は
収
支
の
詳

細
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
日
に
海

口
支
店
長
河
原
英
二
は
本
社
秘
書
課
長
萬
田
喜
平
宛
で
、「
当
支
店
畜

産
公
司
ノ
事
業
ハ
既
ニ
年
収
金
九
拾
六
万
七
千
余
円
ヲ
計
上
シ
而
モ

其
ノ
実
績
ハ
予
期
以
上
ノ
好
調
ニ
シ
テ
優
ニ
壹
百
万
円
ヲ
突
破
ス
ル

様
予
想
致
居
候
」
と
報
告
し
、
占
領
後
の
畜
産
事
業
の
業
績
は
予
想

以
上
に
良
好
で
あ
っ
た
と
す
る
。
台
拓
檔
案
「
昭
和
十
五
年
度
海
口

畜
産
人
事
関
係
書
類
人
事
課
（
一
九
三
九
年
）」（
〇
〇
二
〇
〇
四
七

二
）
一
七
八
コ
マ
。

（
16
）　

前
掲
註
（
1
）「
昭
和
十
四
年
度
南
支
関
係
書
類
南
支
課
（
一
九

三
九
年
）」
一
九
九
コ
マ
。

（
17
）　

台
湾
総
督
府
技
師
高
澤
壽
・
台
湾
総
督
府
嘱
託
柳
本
直
士
『
秘
・

一
九
五
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海
南
島
畜
産
奨
励
計
画
案　
　

附
海
南
島
ノ
畜
産
』（
台
湾
総
督
府
殖

産
局
、
一
九
三
九
年
九
月
）
中
「
海
南
島
ノ
畜
産
」
一
三
頁
。

（
18
）　

海
南
島
在
来
の
豚
は
、「
体
質
強
壮
で
耐
熱
性
に
富
み
、
粗
放
な

る
管
理
に
堪
へ
又
運
動
活
溌
な
る
が
た
め
、
放
飼
す
れ
ば
凡
ら
ゆ
る

廃
残
物
を
飼
料
と
し
て
利
用
す
る
」
と
い
う
利
点
も
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
山
根
甚
信
「
海
南
島
の
畜
産
」『
現
代
之
獣
医
界
』
第
三
七
巻

第
七
号
、
一
九
四
二
年
七
月
、
三
五
頁
。

（
19
）　

前
掲
註
（
1
）「
昭
和
十
四
年
度
南
支
関
係
書
類
南
支
課
（
一
九

三
九
年
）」
一
九
九
コ
マ
。

（
20
）　

生
豚
供
出
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
事
業
報
告
の
数
字
を

列
挙
し
た
と
思
わ
れ
る
前
掲
註
（
5
）Schneider

の
研
究
に
お
い

て
、
日
中
戦
争
期
の
収
益
獲
得
に
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

る
（
二
六
〇
〜
二
六
七
頁
）。
し
か
し
、
占
領
地
研
究
に
お
い
て
最
も

重
要
で
あ
る
軍
部
と
の
関
係
を
検
証
し
た
上
で
の
実
態
解
明
に
乏
し

く
、
ま
た
報
告
書
に
記
さ
れ
る
数
値
の
根
拠
に
関
す
る
検
証
過
程
も

提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
他
に
も
、
明
ら
か
に
引
用
元
に
挙
げ
る
史
料

を
十
分
に
精
査
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
起
因
し
て
か
現
場
を
担
っ
た

具
体
的
な
人
員
の
情
報
す
ら
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
等
、
特
殊
な
戦
時

期
を
対
象
と
し
た
歴
史
研
究
と
し
て
扱
う
に
は
大
い
に
検
討
の
余
地

が
あ
る
。
現
地
か
ら
台
北
に
送
ら
れ
る
決
算
報
告
は
、
本
社
経
理
課

内
で
、
不
正
が
あ
り
虚
偽
の
数
値
を
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

疑
問
視
さ
れ
る
事
例
も
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
総
督
府
を
通
じ
た

補
助
金
申
請
に
も
関
わ
る
占
領
地
事
業
は
、
そ
の
数
値
の
真
偽
や
事

業
の
運
営
実
態
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

「
本
社
向
け
」
の
数
値
が
作
ら
れ
る
過
程
は
、
別
稿
で
明
ら
か
に
す

る
。

（
21
）　

海
南
島
の
在
来
種
は
、「
海
南
島
特
有
ノ
モ
ノ
デ
、
体
色
ガ
肩
ヨ

リ
膁
迄
即
腹
部
ト
四
肢
ト
ハ
白
色
、
他
ハ
黒
色
」
と
、
独
特
の
外
観

で
あ
る
。
ま
た
、
体
型
は
「
頭
部
ガ
割
合
ニ
円
ク
、
体
ハ
豊
満
、
背

線
凹
ミ
、
腹
ハ
下
垂
シ
テ
居
ル
」
と
、
肉
付
き
の
良
さ
が
指
摘
さ
れ

る
。
本
橋
平
一
郎
「
海
南
島
海
口
地
方
ノ
農
業
事
情
」『
鳥
取
農
学
会

報
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
三
七
年
一
二
月
、
一
四
八
〜
一
四
九
頁
。

（
22
）　

日
本
側
の
調
査
資
料
で
は
海
南
島
の
固
有
種
と
い
う
見
解
が
多

い
が
、
中
国
側
の
報
告
書
で
は
本
土
の
品
種
と
似
て
い
る
と
い
う
指

摘
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
島
内
で
は
全
身
が
黒
色
や
白
色
の
品
種
も

い
た
よ
う
で
、
外
来
種
系
と
思
わ
れ
る
が
そ
れ
ら
は
稀
に
見
る
も
の

だ
っ
た
と
い
う
。
国
立
中
山
大
学
農
学
院
推
広
部
編
印
『
瓊
崖
各
県

農
業
概
況
調
査
報
告
』（
国
立
中
山
大
学
出
版
部
、
一
九
三
七
年
五

月
）
五
四
頁
。

（
23
）　

台
湾
総
督
府
外
事
部
『
海
南
島
農
林
業
開
発
参
考
資
料
第
一
二

号
・
殖
産
局
調
査
団
報
告
書
其
ノ
一
二
（
畜
産
）』（
台
湾
総
督
府
外

事
部
、
一
九
四
一
年
九
月
）
一
八
頁
。
本
書
は
、
台
湾
総
督
府
農
業

一
九
六
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試
験
所
畜
産
科
技
師
の
葛
野
浅
太
郎
が
、
一
九
四
〇
年
一
一
月
一
四

日
か
ら
一
二
月
二
三
日
ま
で
の
行
程
で
現
地
調
査
を
担
当
し
た
報
告

書
で
あ
る
。

（
24
）　

台
湾
総
督
官
房
調
査
課
『
海
南
島
事
情
・
第
三
』（
台
湾
総
督
官

房
調
査
課
、
一
九
二
二
年
一
二
月
）
九
六
頁
。

（
25
）　

海
南
島
で
は
牽
猪
公
と
呼
ば
れ
る
種
牡
豚
を
扱
う
業
者
が
各
地

を
巡
回
し
、
蕃
殖
牝
豚
に
種
付
を
行
う
こ
と
で
、
優
良
な
在
来
種
の

継
承
に
寄
与
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
諸
説
あ
る
が
、
中
途
半
端
に
欧

米
品
種
と
の
雑
種
交
配
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
軍
部
も
高

評
価
を
与
え
る
旨
味
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
26
）　

台
拓
檔
案
「
昭
和
十
五
年
度
帝
大
山
根
甚
信
教
授
海
南
島
畜
産

調
査
関
係
南
支
課
（
一
九
四
〇
年
）」（
〇
〇
二
〇
〇
七
九
二
）
四
五

コ
マ
。

（
27
）　

中
支
建
設
資
料
整
備
委
員
会
編
『
編
訳
彙
報
第
二
十
九
編
・
海

南
島
』（
中
支
建
設
資
料
整
備
事
務
所
編
訳
部
、
一
九
四
〇
年
九
月
）

二
七
頁
。
本
書
は
「
第
一
編
・
海
南
島
」
と
「
第
二
編
・
海
南
島
に

関
す
る
文
献
目
録
」
に
分
か
れ
、
前
者
は
張
維
漢
『
海
南
島
』（
一
九

三
七
年
七
月
）
の
翻
訳
で
あ
る
。

（
28
）　

台
湾
総
督
府
外
事
部
『
海
南
島
農
林
業
開
発
参
考
資
料
第
一
一

号
・
殖
産
局
調
査
団
報
告
書
其
ノ
一
一
（
畜
産
）』（
台
湾
総
督
府
外

事
部
、
一
九
四
一
年
九
月
）
一
一
頁
。
本
書
は
、
台
湾
総
督
府
農
業

試
験
所
畜
産
科
技
師
の
蒔
田
徳
義
が
、
一
九
四
〇
年
八
月
二
三
日
か

ら
九
月
一
二
日
ま
で
の
行
程
で
現
地
調
査
を
担
当
し
た
報
告
書
で
あ

る
。

（
29
）　

加
藤
報
告
は
お
そ
ら
く
、
上
海
総
税
務
司
署
統
計
科
編
印
『
海

関
中
外
貿
易
統
計
年
刊
』
の
数
値
を
整
理
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

（
30
）　

前
掲
註
（
23
）『
海
南
島
農
林
業
開
発
参
考
資
料
第
一
二
号
・
殖

産
局
調
査
団
報
告
書
其
ノ
一
二
（
畜
産
）』
一
八
頁
。

（
31
）　

台
拓
檔
案
「
支
那
事
変
以
来
中
南
支
ニ
於
ケ
ル
軍
ニ
対
ス
ル
協

力
状
況
主
計
課
（
一
九
三
九
年
）」（
〇
〇
二
〇
〇
四
一
七
）
一
二
〇

〜
一
二
一
コ
マ
。

（
32
）　

台
拓
檔
案
「
臨
時
的
嘱
託
（
國
分
正
三
等
）
秘
書
課
（
一
九
三

八
〜
一
九
四
一
年
）」（
〇
〇
二
〇
二
四
四
八
）
二
八
二
コ
マ
。

（
33
）　

台
湾
拓
殖
株
式
会
社
『
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
社
報
（
昭
和
十
四

年
三
月
三
十
一
日
）』
第
三
三
号
、
二
頁
。

（
34
）　

台
拓
檔
案
「
南
支
業
務
概
況
調
査
課
（
一
九
三
八
年
）」（
〇
〇

二
〇
〇
一
三
〇
）
九
二
七
コ
マ
。

（
35
）　

海
南
島
か
ら
生
畜
を
輸
送
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
在
広
東
参
事

森
萬
吉
は
事
業
課
長
大
西
文
一
宛
の
報
告
で
、「
牛
豚
ハ
広
東
軍
市
川

経
理
部
長
ノ
発
案
ニ
ヨ
リ
高
山
理
事
ト
同
船
海
南
島
ヘ
同
道
ノ
際
現

地
ニ
テ
話
取
極
メ
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
っ
た
と
内
情
を
伝
え
て
い
る
。

一
九
七
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台
拓
檔
案
「
南
支
へ
物
資
輸
送
綴
南
支
課
（
一
九
三
八
年
）」（
〇
〇

二
〇
二
四
七
四
）
五
六
コ
マ
。

（
36
）　

前
掲
註
（
35
）「
南
支
へ
物
資
輸
送
綴
南
支
課
（
一
九
三
八
年
）」

五
六
〜
五
七
コ
マ
／
台
拓
檔
案
「
昭
和
十
四
年
度
広
東
経
理
日
誌
経

理
課
（
一
九
三
九
年
）」（
〇
〇
二
〇
〇
三
五
一
）
二
〜
三
コ
マ
。

（
37
）　

前
掲
註
（
36
）「
昭
和
十
四
年
度
広
東
経
理
日
誌
経
理
課
（
一
九

三
九
年
）」
三
コ
マ
。

（
38
）　

こ
こ
で
は
西
村
の
他
、
海
南
島
事
務
所
の
内
川
大
海
（
書
記
）

と
広
東
事
務
所
の
角
谷
孝
（
書
記
）
が
従
事
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、

西
村
は
調
査
の
た
め
三
亜
で
下
船
し
た
と
思
わ
れ
、
深
刻
な
人
材
不

足
の
中
で
の
輸
送
だ
っ
た
。

（
39
）　

前
掲
註
（
35
）「
南
支
へ
物
資
輸
送
綴
南
支
課
（
一
九
三
八
年
）」

五
七
コ
マ
。
ラ
イ
タ
ー
と
は
、
大
型
船
に
積
載
し
た
物
資
等
を
積
替

え
て
港
に
運
ぶ
小
型
船
を
指
す
。

（
40
）　

前
掲
註
（
35
）「
南
支
へ
物
資
輸
送
綴
南
支
課
（
一
九
三
八
年
）」

五
八
コ
マ
。

（
41
）　

前
掲
註
（
35
）「
南
支
へ
物
資
輸
送
綴
南
支
課
（
一
九
三
八
年
）」

五
二
コ
マ
。

（
42
）　

酪
農
事
業
に
つ
い
て
は
、
三
省
連
絡
会
議
側
か
ら
希
望
が
あ
り

計
画
を
立
て
た
と
さ
れ
る
。
台
拓
檔
案
「
昭
和
十
五
年
度
海
口
畜
産

ノ
物
資
調
度
関
係
調
度
課
（
一
九
四
〇
年
）」（
〇
〇
二
〇
〇
五
四
八
）

一
三
三
コ
マ
。

（
43
）　

占
領
後
の
経
緯
と
宗
村
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
4
）

拙
稿
「
戦
時
期
中
国
占
領
地
に
お
け
る
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
の
事
業

参
入
と
台
湾
総
督
府
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
尚
、
宗
村
の
没
年
に
つ

い
て
は
、
長
崎
県
川
棚
町
『
広
報
か
わ
た
な
』
第
八
五
号
（
一
九
六

四
年
四
月
一
日
）
四
頁
を
参
照
。

（
44
）　

台
拓
檔
案
「
昭
和
十
四
年
度
、
昭
和
十
五
年
度
海
南
島
畜
産
事

業
認
可
許
可
関
係
南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」（
〇
〇
二
〇
二
五
〇
九
）

二
六
六
コ
マ
。

（
45
）　

前
掲
註
（
31
）「
支
那
事
変
以
来
中
南
支
ニ
於
ケ
ル
軍
ニ
対
ス
ル

協
力
状
況
主
計
課
（
一
九
三
九
年
）」
二
〇
七
コ
マ
／
台
拓
檔
案
「
昭

和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業
南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」

（
〇
〇
二
〇
〇
四
二
五
）
一
四
六
コ
マ
。

（
46
）　

前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業

南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
五
一
〜
一
五
二
コ
マ
。

（
47
）　

前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業

南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
四
九
〜
一
五
〇
コ
マ
。
こ
こ
で
は
、
三

井
物
産
株
式
会
社
海
南
島
派
遣
員
の
末
国
猛
一
郎
（
代
理
・
万
木
仙
）

名
義
で
、「
一
、
三
井
ハ
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
ガ
三
井
ト
協
力
シ
テ
海

南
島
生
畜
輸
移
出
事
業
ヲ
為
ス
事
ヲ
承
認
ス
」
と
、「
一
、
台
湾
拓
殖

株
式
会
社
ハ
三
井
ガ
海
南
島
生
畜
輸
移
出
ヲ
為
ス
ト
モ
異
議
ナ
キ
モ

一
九
八
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ノ
ト
ス
」
と
い
う
双
方
の
承
認
書
も
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
48
）　

三
井
は
七
月
二
八
日
に
正
式
に
海
口
で
出
張
員
を
配
置
し
た
と

す
る
が
、
七
月
中
は
事
業
人
員
の
面
か
ら
見
て
も
、
台
拓
の
方
が
優

位
に
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
井
物
産
株
式
会
社
『
昭

和
十
四
年
度
下
期
・
第
六
十
回
事
業
報
告
書
』（
三
井
物
産
株
式
会

社
、
出
版
年
不
明
）
七
三
頁
。

（
49
）　

前
掲
註
（
35
）「
南
支
へ
物
資
輸
送
綴
南
支
課
（
一
九
三
八
年
）」

五
七
コ
マ
。

（
50
）　

華
南
進
出
に
伴
う
業
務
部
再
編
で
人
事
異
動
が
行
わ
れ
、
一
九

三
九
年
五
月
一
一
日
付
で
前
事
業
課
長
の
大
西
文
一
は
業
務
部
南
洋

課
長
へ
、
前
高
雄
支
店
長
の
喜
多
収
一
郎
が
南
支
課
長
に
就
い
て
い

る
。
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
『
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
社
報
（
昭
和
十
四

年
五
月
三
十
一
日
）』
第
三
五
号
、
五
頁
。

（
51
）　

前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業

南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
四
五
〜
一
四
八
コ
マ
。

（
52
）　

台
拓
檔
案
「
昭
和
十
五
年
度
海
南
島
畜
産
及
マ
ヅ
ラ
牛
調
査
報

告
綴
南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」（
〇
〇
二
〇
二
五
〇
八
）
一
八
一
コ

マ
。

（
53
）　

前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業

南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
一
七
コ
マ
。

（
54
）　

前
掲
註
（
17
）『
秘
・
海
南
島
畜
産
奨
励
計
画
案　
　

附
海
南
島

ノ
畜
産
』
中
「
海
南
島
ノ
畜
産
」
一
九
頁
。

（
55
）　

定
安
の
治
安
維
持
会
は
一
九
三
九
年
三
月
に
設
立
し
た
と
さ
れ

る
。
会
長
の
韓
錦
堂
は
「
韓
海
清
」
と
の
別
名
も
有
し
、
文
昌
県
出

身
と
さ
れ
る
。
韓
は
、
日
本
軍
が
進
出
す
る
ま
で
は
定
城
で
雑
貨
店

を
営
ん
で
お
り
、
現
地
の
商
会
長
に
就
い
て
い
た
。
日
本
の
敗
戦
後

は
タ
イ
へ
逃
れ
た
と
い
う
。
副
会
長
の
莫
錦
東
は
定
安
県
定
城
鎮
南

山
村
出
身
の
紳
士
で
あ
り
、
同
じ
く
日
本
敗
戦
後
は
国
外
へ
逃
れ
た

と
い
う
。
他
の
地
域
と
同
じ
く
、
定
安
で
も
商
い
を
営
む
現
地
人
の

中
か
ら
治
安
維
持
会
の
会
長
が
選
出
さ
れ
て
い
た
。
王
衍
祐
・
王
国

器
「
定
安
県
抗
戦
回
憶
」、
海
南
抗
戦
卅
週
年
紀
念
会
編
印
『
海
南
抗

戦
紀
要
（
上
）』（
文
海
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
三
二
七
頁
／
海
南

省
定
安
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
・
崔
開
勇
主
編
『
定
安
県
志
』（
海

南
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）
三
一
、
六
五
九
頁
。

（
56
）　

現
地
で
は
農
家
が
農
産
物
を
市
場
へ
出
す
場
合
、「
仲
買
人
の
口

銭
は
大
体
二
割
と
さ
れ
、
決
済
は
農
民
が
必
要
と
す
る
日
用
品
雑
貨

類
と
物
々
交
換
さ
れ
る
場
合
が
多
い
」
と
い
う
取
引
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
現
地
住
民
が
物
々
交
換
に
よ
る
取
引
を
好
む
こ
と
は
占
領

後
の
他
の
文
献
で
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
マ
ッ
チ
が
非
常
に
歓
迎
さ

れ
る
と
の
意
見
も
あ
る
。
海
南
島
開
発
協
議
会
東
京
支
部
「
海
南
問

答
」『
海
南
島
』
第
二
巻
第
一
〇
号
、
一
九
四
二
年
一
二
月
、
三
七

頁
。

一
九
九
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（
57
）　

前
掲
註
（
52
）「
昭
和
十
五
年
度
海
南
島
畜
産
及
マ
ヅ
ラ
牛
調
査

報
告
綴
南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
八
一
コ
マ
。

（
58
）　

こ
こ
で
の
生
豚
供
出
事
業
に
は
、
宗
村
と
共
に
台
拓
雇
の
龔
来

伝
（
台
湾
人
）
も
協
力
し
て
い
た
よ
う
で
、
現
地
治
安
維
持
会
と
の

契
約
文
書
は
龔
に
よ
る
翻
訳
と
い
う
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
前
掲
註

（
34
）「
南
支
業
務
概
況
調
査
課
（
一
九
三
八
年
）」
二
五
五
コ
マ
。

（
59
）　

こ
こ
で
は
、
本
社
向
け
報
告
用
の
控
え
文
書
が
確
認
で
き
る
が
、

「
重
久
」
と
い
う
押
印
部
分
が
手
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
、
海
南
島
上
陸
作
戦
で
定
安
方
面
を
担
っ
た
台
湾
歩
兵
第
一
連
隊

第
二
大
隊
長
の
重
久
圭
蔵
中
佐
で
あ
ろ
う
。
重
久
は
そ
の
後
、
一
九

三
九
年
一
二
月
二
六
日
に
、
南
寧
近
郊
の
八
塘
附
近
で
の
戦
闘
指
揮

中
に
戦
死
し
た
と
い
う
。
台
湾
歩
兵
第
一
連
隊
史
編
集
部
編
『
台
湾

歩
兵
第
一
連
隊
史
・
軍
旗
は
た
め
く
と
こ
ろ
』（
台
湾
歩
兵
第
一
連
隊

史
編
集
部
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
）、
一
二
三
〜
一
二
四
、
二
四
一
、

六
四
二
頁
。

（
60
）　

前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業

南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
一
〇
〜
一
一
一
、
一
一
八
〜
一
一
九
コ

マ
。

（
61
）　

台
拓
檔
案
「
昭
和
十
四
年
度
海
南
島
送
金
許
可
指
令
書
綴
南
支

課
（
一
九
三
九
年
）」（
〇
〇
二
〇
〇
四
五
二
）
四
九
六
〜
五
〇
一
コ

マ
／
前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業

南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
二
二
〜
一
三
八
コ
マ
。

（
62
）　

前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業

南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
四
六
コ
マ
。

（
63
）　

前
掲
註
（
52
）「
昭
和
十
五
年
度
海
南
島
畜
産
及
マ
ヅ
ラ
牛
調
査

報
告
綴
南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
二
二
四
コ
マ
。

（
64
）　

一
九
三
九
年
七
月
一
日
に
南
支
課
長
名
義
（
喜
多
収
一
郎
）
で

長
瀬
宛
に
、「
今
迄
数
回
台
湾
ヨ
リ
南
支
方
面
ニ
生
畜
（
牛
豚
）
ヲ
輸

送
セ
ル
経
験
」
が
あ
る
と
い
う
某
業
者
の
建
議
を
送
っ
て
い
る
。
元

高
雄
州
技
師
で
台
湾
畜
産
興
業
株
式
会
社
員
の
齋
藤
圭
治
郎
か
、
日

本
水
産
株
式
会
社
台
湾
営
業
所
長
の
前
根
壽
一
と
思
わ
れ
る
が
、
当

人
の
建
議
に
よ
れ
ば
本
文
で
触
れ
た
よ
う
な
輸
送
が
可
能
で
あ
っ
た
。

前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業
南
支

課
（
一
九
三
九
年
）」
一
五
九
〜
一
六
二
コ
マ
。

（
65
）　

計
画
書
で
は
「
一
ヶ
年
」
の
見
積
り
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の

先
一
年
間
な
の
か
、
あ
る
い
は
三
月
末
ま
で
の
会
計
年
度
な
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、「
斃
死
率
ヲ
一
分
ト
シ
減
量
率
ヲ
一
割
ト
シ

テ
計
算
」
し
た
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
一
回
の
広
東
向
け
輸
送
で

五
〇
〇
頭
程
度
を
積
載
す
る
と
い
う
前
提
で
、
以
下
の
計
算
過
程
が

想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
毎
月
五
五
〇
頭
×
一
二
ヶ
月
＝
六
六
〇
〇

頭
と
し
、
そ
こ
に
斃
死
率
一
％
を
含
む
全
体
の
減
量
率
一
〇
％
を
考

慮
す
る
と
、
六
六
〇
〇
×
〇
・
九
＝
五
九
四
〇
と
な
る
。
台
拓
仕
入

二
〇
〇
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日
中
戦
争
期
の
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
に
よ
る
海
南
島
畜
産
事
業
　
　
岡
﨑
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れ
分
は
四
捨
五
入
し
た
五
九
〇
〇
頭
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
明
記
さ
れ

る
島
内
分
配
用
五
〇
頭
を
除
く
と
、
単
年
計
画
頭
数
と
し
て
示
さ
れ

た
五
八
五
〇
頭
と
な
る
（
毎
月
約
四
八
八
頭
）。
こ
れ
は
推
測
に
過
ぎ

な
い
が
、
台
拓
は
非
常
に
現
実
的
な
見
積
り
を
立
て
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

（
66
）　

前
掲
註
（
52
）「
昭
和
十
五
年
度
海
南
島
畜
産
及
マ
ヅ
ラ
牛
調
査

報
告
綴
南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
七
一
コ
マ
。

（
67
）　

こ
の
他
に
も
、「
三
井
ノ
ミ
ガ
支
店
ヲ
有
ス
ル
他
都
市
ヘ
ノ
一
般

輸
出
ヲ
行
フ
場
合
委
託
販
売
程
度
ニ
止
メ
タ
シ
」
と
い
う
条
件
も
決

め
ら
れ
て
い
た
。
台
拓
も
他
社
の
業
域
や
職
権
を
注
意
す
る
中
で
、

今
回
の
広
東
向
け
生
豚
輸
送
は
三
井
が
指
定
し
た
条
件
に
翻
弄
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
台
拓
は
新
参
会
社
と
し
て
、
内
地
の
大
手
か
ら

は
下
に
見
ら
れ
て
い
た
様
子
も
窺
え
る
。
前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四

年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業
南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
四

八
コ
マ
。

（
68
）　

前
掲
註
（
52
）「
昭
和
十
五
年
度
海
南
島
畜
産
及
マ
ヅ
ラ
牛
調
査

報
告
綴
南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
七
一
コ
マ
。

（
69
）　

搬
出
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
に
て
「
広
東
駐
在
部
隊
ニ
納
入

ノ
生
豚
ハ
一
応
海
口
市
ニ
於
ケ
ル
経
理
部
当
局
ヘ
納
入
ノ
形
式
ヲ
取

リ
軍
需
品
ト
シ
テ
御
用
船
ニ
無
料
積
載
ノ
予
定
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
集
荷
か
ら
広
東
へ
の
輸
送
ま
で
全
て
を
台
拓
が
独
断
で

行
う
の
で
は
な
く
、
物
資
の
島
外
搬
出
や
海
上
航
海
の
規
制
も
あ
り
、

軍
部
に
よ
る
管
理
下
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想

像
し
得
る
。

（
70
）　

前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業

南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
八
四
、
八
八
コ
マ
。

（
71
）　

前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業

南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
八
四
〜
八
五
、
八
七
〜
八
八
コ
マ
。

（
72
）　

前
掲
註
（
45
）「
昭
和
十
四
年
度
海
南
畜
産
公
司
生
畜
輸
出
事
業

南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
〇
〇
コ
マ
。

（
73
）　

前
掲
註
（
52
）「
昭
和
十
五
年
度
海
南
島
畜
産
及
マ
ヅ
ラ
牛
調
査

報
告
綴
南
支
課
（
一
九
三
九
年
）」
一
〇
一
〜
一
二
〇
、
一
四
七
〜
一

五
四
コ
マ
。
も
ち
ろ
ん
、
興
粤
公
司
と
現
地
業
者
か
ら
二
重
の
手
数

料
を
取
ら
れ
る
た
め
、
台
拓
と
し
て
も
検
討
が
迫
ら
れ
て
い
た
。

（
74
）　

軍
部
か
ら
台
拓
へ
の
豚
代
金
納
入
は
、
軍
需
品
扱
い
に
な
る
た

め
、
台
拓
の
受
払
報
告
書
や
振
替
伝
票
を
見
て
も
軍
経
理
部
を
通
じ

た
支
払
い
に
な
っ
て
い
る
。

（
75
）　

台
拓
檔
案
「
昭
和
十
五
年
度
生
豚
南
寧
輸
出
関
係
南
支
課
（
一

九
三
九
年
）」（
〇
〇
二
〇
〇
七
九
三
）
五
六
コ
マ
。

（
松
本
大
学
総
合
経
営
学
部
講
師
）

二
〇
一
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lished, and the opinion was not unified. Therefore, it was extremely vulnerable 
as an organization. Hence, the KMT proceeded with developing the propagan-
da organization in 1928. First, the organizational rules of the central-local pro-
paganda bureau were formulated, and the hierarchical relationship between 
the propaganda bureau of local propaganda organization was established with 
the central propaganda bureau at the top. An “propaganda system” based on 
orders and obedience was institutionalized. In addition, in the “propaganda 
strategy” established by the central propaganda bureau, the propaganda was 
divided into “inside the party” and “outside the party.” The “inside of the par-
ty” propaganda refers to unifying the intentions of the party members.
          After establishing such an institutional framework, the central propa-
ganda bureau increased its effectiveness in various ways. First, it thoroughly 
carried out a “propaganda work report” to the upper party bureau from the 
lower party bureau. The central propaganda bureau gave instructions based on 
these reports, rigorously assessing and evaluating the reports to control the 
lower party. Furthermore, to promote the unification of the content of propa-
ganda, a national propaganda conference was held to unify the content of prop-
aganda and to exchange people. By supplying a large amount of propaganda 
items throughout the region, they tried to unify the propaganda and promote 
the unification of the party members’ opinions.

Livestock Operations Conducted by the Taiwan Development Company on
Hainan Island during the Sino-Japanese War

OKAZAKI Shigeki

          This article describes the actual circumstances surrounding the provi-
sion of live hogs to the Canton region by the Taiwan Development Company 
(TDC) at the early stage of the Japanese occupation of Hainan Island. In the 
research to date, it has been argued that the TDC’s livestock operations on 
Hainan Island were profitable, despite the Company falling into management 
difficulties under the Japanese military administration. While historians have 

iii
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emphasized business management difficulties within the framework of the 
ideals and reality of policy regarding government-sponsored colonial enter-
prises during the War, it has not yet been clarified how military cooperation 
and profit acquisition were achieved. Therefore, what actual measures were 
carried out on the ground to generate profits needs to be thoroughly discussed 
by analyzing TDC inhouse reports and other contemporary documents.
          The TDC showed a very positive attitude toward its livestock opera-
tions, giving the Hainan Island endeavor the leading role among a wide variety 
of industries, the most successful being the live hog business. Facing compe-
tition from Mitsui & Co., the TDC continued to provide a steady flow of Hai-
nan hogs to Canton following the occupation to meet the Canton Garrison’s 
need for a constant source of meat. Here the TDC staff developed their opera-
tions carefully, while observing the mood of the Army, thus attaining profit-
ability. That is to say, by raising abundant amounts of hogs on Hainan and 
delivering them live, it eliminated the need for meat processing plants, thus 
significantly reducing production costs, while at the same time targeting the 
popularity of pork in the Army’s mess halls.
          The success of the Hainan operation was largely due to the TDC’s abil-
ity to overcome fierce competition by dispatching skilled experts in livestock 
operations in the south at the onset of the Occupation, combined with clever 
strategies based on proper identification of local conditions facing customers. 
The benefits achieved from quickly maturing, fertile hogs indicates that by 
showing loyalty to the army and sacrificing its own interests, the TDC was 
able not only to maintain but also increase profits. The author concludes that 
the case of the TDC’s Hainan livestock operations surely presents an extreme-
ly important opportunity to examine Japanese enterprise management in occu-
pied South China from a wide variety of perspectives.

iv
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